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巻頭言

規整あ 自 由る

１
１昭和25年参議院議員の選緊に鴬り､林兼界の總意に錐いて三浦辰雄氏力逢國厘から出馬を決意すると同時

に、斯界の各部門から個髭に似氏の立候補を見た。このとき我々ば全國5倍半の立候補者に伍して､能く林

業代表人の幾何が當選を期し得るであらうかを疑ひなき能はざるものであった、何となれば我為斌會には全

面的1こつながりのある淫緊對策を持たなかったからである．

選謬戦の跡を顧ると．序盤の形勢は何れも放たれた矢の如く自信滿盈、勝敗の数は逆賭し難いものがあっ

たが、中盤戦となってから漸く布陣の批判力珈へられるやうになり．資力の懸隔が感知せらる上域に達し、

維盤戦では概ね大勢の趨く虚が判定出來るやうになった．而して三旬に亘る劇烈なる戦ひの決算は鐙憾乍ら

全面的の勝利を誇り得ない結論に到達した。

元來林業界の持つ發國腿の有効投票蝋は50蕊程度であって、從って安當なる立候補歎は最大限3名．確

蜜2名と推勤するのが我舞素人にも分る補職であらう。こLで私は今更ら卑劣なる結果論を持出して云燕す

るものではないが､昨牢來木曾有志が主張して林業界の政治力磁化のため､代表選出に謝する濫立防止の調

整紫を擁へて各方面の幹部に呼びかけた鴬時の經職に徴しても、今回の結果は除りにも當然すぎる遺憾事で
あったと云へやう。職時これを眼力に推進し得なかった原因の一は徽の生えた自由放任論の籏溢と、二にほ
難緊運動の拘束法令による本禽活肋の停止であった。後者については大きな國家目的を包含する立法措置で
あるから、その是非は今日諭ずぺきではないが．前者については途<我/:『社會の負ふべき責任であり且我糞

の持つ大きな弱職であることをこの際同人間で縦し<批測し、再認識し、猛省しなければならない。

則ち“規整あ為自由，'が近代感琵を持つ現代人の正しい道であることを知り且これを忠賓に實践し得たな

らば､熱烈なる林業同人の投票は極度に無駄を省き得たばかりでなく、丙輪戦に消耗するマイナスの力を、
斯界勢力の防術と對外伸展のプラス面に振り向けることが出來たであらう。その結果は當鑿の蕊を荷ふ代表
は恐らく倍蝋に上ったであらう。要するに無黄任なる自由放任は浪菱による自力の減退と、外嘩に對する抵
抗力の低下によって、遂にその献曾は萎徴消滅ぜざるを得ない結果に焔ろば必然である。勿論‘観整ある自
由”は単に政活力懇化の面ばかりでなく、凡ゆる林業施策を逢行するに常って我盈が特に反省ず-ぺき重要事
であらうと信ずる。

庚汎にわたる林政‘･林業・林産に正しい理解を持つ鄭門代表は、その殿に於て未だ極めて蓼鳧たる観があ
る。我凌の政治力硬化伸長のためには、延緊を半時の職務とし、公示筵蕊削間をその決算期と考へるべきで
あって,これがためには常に"規整ある自由"の下に良心的な着意を痔つくきである。

幸に絶大なる林業同人の支持を得て全國逼地方嘘に於て営選された三浦辰雄氏その他林業議員諸氏の責任
は極めて重大である。偏に自重自愛斯界に雌ふる鴎の大なるものあるを期待すると共に、尚これ等諸氏が
國會に於て十二分の活躍を脇るため倍麗の支援を提供せらる上やう同人に翼願したいことを附言して棚筆す
る。
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ゐる。

1．森林の公益性

森林の公益性については

今更論ずるまでもないが、

凡そ民有林所有の沿革は

1〕個人にありては父租

傳來の繧承であり、貯

蓄的意義をもち、不時

一一一一.一ユーー

民有林經管に對する一・考察

瀬 川 清
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の支出に術へ

2）法人にありては、パルプ、坑木．其他原料供給源の

確保に傭ぺ

居る酬､論を俟たざる鰯にして、その經醤は飽迄私盆に立

脚して篤され來つた事は否めない。國家が權力により公益

優先を狼制せんとすれば、これより生ずる所有者の損失は

営然國家が捕侭し、叉轄三者に對する保護の途が識ぜられ

ねばならない。

斯る裏付なく1琴義務のみ所有蓋に負はしむるは唾制に

ひとしく輿論の支持は得られぬであらう。

2． 森林組合の必要性

我國民有林の所有形態は一所有者平均228町歩であり．

面も20町歩未満Dもの65％を占むる現況は之力噴態の把

握を困雌ならしめ更に誉林の監督の困難性を物語って居
る。

森林所有者が森林經誉の合理化を画る目的を以て任意に
、

團燈を結成するのは営然てあるが。この場合は飽迄自塩的

迩瞥と組合員の利猛が件はなければならい。

新に総想され居る森林組合ば狸制加入を原則とする鮎に

於て政府の綱先機關たる性絡が弧い。

従って自主的蓮螢ぱあり得ず、政府の便宜即ち鴎の要求

する公綴性の謬透をはかる磯關にして私盆は二次的意義し

かもたない。

斯る組今の經費を組合員各個が負撹せねばならぬと云ふ

事は如何にし丈も了解しがたい。所有者の私益本能を無頑

して公益のみに重職をおくならば組合の費用ほ常然國徴を

以て賄はれるぺぎである。

千差蔦別の所有者を悉P<睡制加入せしめた組合が組倉員

に還元すべき何物も有せぬとあってはその設立の魅力は皆

無であらう。

3．森林計整編成

森林計豊編成の責任は政府にあろを原則とし、府縣叉は

地方自治團膣に委任し得る事を親せんとの案なるも斯る所

漁刺汗犯の瀧限は政府のみに限られるべき歪あるっ

更に愛行措當者として配蹴せらるべき森林技術者は、其

の負ふ責任の重大性よりすれば眞錨且つ公正なる人材か

婆請されるが､果し画m待L褐るであらうかa ･

今假に一施業軍位を］蔦5千町歩とし、各単位毎に2名

‐はしがき

我剛森林賓源の現況については、弦に喋盈するまで‘な
いが、其面績は全國土面積37,000千町の67.5％に嵩り、

フィンランド<71％>につぎ、ペルー(62％))ビルマ(58%）

スウェーデン(57％〕コンゴー<53％〕の上位にある。

然るに、我國は南北に狭少なる島蝋で、而も中央部に

3,000米以上の高山霧が縦走し. zlg坦地僅に15%に過ぎ

ざる急峻なる地形であるっ

加之、地質脆弱、室中漁度高く、年間1,200粍を超える

多雨鐙と季節的暴風は年盈膨大なる洪水の災害をもたらし

てゐる。

更に水源たる森林寶源の減少は林地崩壊に拍車をかけ、

多鐙の土砂は急流河IIを流下し､耕地の流失､埋没､其他
の被害を招来し、年々震迂累増の傾向にある。

一方近年の過伐は標準年伐量を超え、爲に昭和23年末に

於て造林未濟のま上放棄されたる画穣は、國有林310千町

歩、民有林1,370千町歩、公有林野官行造林溌走地40千町

歩計1,720千町歩の多きに達し．其上今後新に發生する

要遥林地は、年々240千町歩と識想されてゐる。昭和24年

度標準年伐逓用伐林”000千石､薪炭林91,300千石．

計188,000千石を以てすれば既開發林33億石（生長量90,

989千石)は344年､繩發林を含めた利用可倉琳49億
石（生長量116.765千石〉は68．7年にして消議されると

云はれてゐる。髪に國土保全と林産物供給調整の急務が湿

調され、漸く世人の注目を浴びつ上ある所以である。

去る2月25日總司令部から林畷聴係官に典へられた響

翰は、今後の林業經管に對し重大なる縛淡を示凌するもの

である。政府はこの識告に基き諭盈購想を練りつ上ある

が、以下民有林を中心として、林業經瞥の方向につき些か

検討を加へ;多数講賢の御叱正と御教導を仰ぎたいと思ふ。

第一伐採規正の問題

國土僻全の見地から誉林の監督が弧調され、民有緋に對

し森林經瞥駆位毎に森林技術者を配澄し、政府の責任に於

て森林計擢の作成及び逢行をなさんとする案が進められて

１
１
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(錐者） 三井木材工業株式會斌山林部長代理

－（1 ）一一

〆



瀬川：民有林經誉に對する一考察

の技術者を配羅するとせば(4晦這有獄.山梨縣耕ﾎを除

き）約2,000名の多きに達する。

技術者は官､公吏より韓漢せしむるか，森桃組合叉は民

間まり登用する事となるであらうが、斯る多鯉の人材が容

易に得らろムとは信じられない。施業調整が民有林に特に

必要であるのは事蜜であるが､森林配置が國有↓民有犬牙

錯雑してゐる現状に於て、全森林を一貫した森林罰鐙力樹

立されず、國有林のみ之が埒外に立つのは常を得て居らな

､,g

宜しく圃有林も日本林業のため一臂の力を致し、誉林撲

關たる誉林署、乃至林務署の濃龍を蕊げて民有林の經誉の

衝に雷るぺきである。かくすれば新に技術者をおくよりも

更に効果的であり、叉寶際的であらう。

従来兎角國有林と民有称とは林道設定､造林等に於て施

業の不連絡を生じ之より来る鉄焔が随磁に露呈されて来た

が.施業調整の面より之が鮭階は完全}：訓拭されねばなら

ない。

斯くすることに於てのみ國土の保全、林産物の供給は時

宜を得産業界に占むる林業の地位も自ら向上するであら

う｡

4開發の普遍化

林野の荒鰻は水源と云はんよりは中流以下衆落附近の既

開發林に甚しく、反覆收穫其極に達し地力減耗せあに反し

未開發林は殆んど經誉對象の野外にある。

我國木材の需要は例へ全林野を完全利用するとしても生

長通を上廻り、供給力は悲観的である。

然し剛土保全の見地からも諺森林費源の開發は普遍化ざ

れ死蔵の未卵發林は早急に解消する嫌潅努めねぽならぬp

この馬には開發の基本となる紘這網の擴充が急がれねば

ならない。

産業基盤たる這諮の現状はひとり林業のみならず．這賂

法に定むる基幹線に於て李ら､綴延長の'胆くり舗麹&さ
れ届らざる事穫に照してもシ其困難性は一L・ほでありそれ

丈之が完成の待たれ愚や罰なるものがある。

特に農山村の枝葉毛管道路は費源の經濟効果に直接寄與

す為ものなれば之が賞現に最大の努力が郷れ芯ければなら
ないo

若し現状のま上推移するならば奥叫は依然不經濟林の地

位を暁却するを得f3豊、園土保至上由奄しき事態招来は明白

の理であらう。

第二造林促進の問題

伐録規正に對し反面造林促進の問題がある。遥林の必要

性については,-何だも否定する事は璽‘來ぬが，之力稚進に

は筒幾多未解決の問題が解析されねばならない。

－<

1．所有穂の不淡

緊急獺鎖による末露地、牧野の買攻農調法に基く借地

嬢の設定、民有林の細分ｲ嬢､林野の瞬家管理乃至國有案

等､一連の問題は戦後思想の混凱と共に民惹林所有擢の不

安をもたらし經螢意慾を極度に沮衷せしめた，
～

37,000千町歩の剛士に80,000千人てふ､世界に類例な

き稠密なる人口を抱えた我國としてば"海外移民の許され

ざる限り狭少なる國士に謎居せざるを得ず、人口問題の解

決こそ戦後我國に課せられたる最大の命題であらう。

第一には生存雛保證の食鰯

に之が放出を懇請す-ると共に

嘘保がとり上げられ、蓮合軍

、昭和証年11月閣議決定を

承た緊急開拓事業蜜施要領に基きゞ既耕遜550萬町歩に新

しく155萬町歩の開拓と10菖町歩の干拓による耕地浩成

を以て主食1,200茂石の増産を期したるりま周知の遡りであ

る｡，

然るに平鯉也1F％に不過､我國にあってば,耕地の限界

臓既に山地に達し居り、従って新たに造成される耕地の對
令

象催殆んど急峻なる林野に向けられ、更に土地璽得を蜜す

る一部勢力は之を千戦一遇の震として策動し爲に幾多の

問題が綴發し､未だにその通を絶たざるが現状である』

菖職?食湿事箭は國藺の自給麓制確刺可lごむを得ぬ庭で
あったが農業的見砿のみより進められた認猫の賞篇ぱ時

に常軌を逸し、急峻山岳のみならず誉を辛苦の造林地藍も

買收するの暴羅に出で、怒溌の如・き開拓攻勢は釜圃士を腿

一色に塗り澱すやの危倶すら抱かしめた。

林業經瞥者とても適正堆る開拓の推進に協力を階しまざ

るものではあるが、我顛には未だ適正なる土地分類なく、

農隊の分野碓然たらざるが現状であるから、斯く一方的な

開拓事業には全縞の協力をすることは胤錬なかったつ其後

再三に亘る議事者の改善に對する努力も零勢立った農地委

員會の鏡鉾を柔げる事は出来ず、解有者は相も塗らず買收

攻勢の腰接に寧日なき状態である。
＝‐

素盆我闘農業織地勢上小規膜經誉であり、農地改革の進

行、相綴分割による今後の細分化は錘け得られ”漣であ

り‐従診て地力は益を激薬せられ､世界農業に伍しての經
濟力競零侭不可龍に近いであらう。

一時的な幾政のため行はれる無暴なる寵拓は、やがて農

民自らの上腿最大の不幸をもたらまであらう。

關係鴬局は土地利用腫齢を早急に明確にし所有鯉の不擬

を鰯肯しなければならない。

2． 賓金の洞渇

新潟縣の杉造林地（伐期0年）の例でば漣牧入18蔑圃

で､諸溌公課は半額以上の”402圓である。これが40年

の粒々辛筈した繕果である事は溜*者は甚潅謬珍である。

従って伐擦收入より還元すべき自己蚕金健皆無であり他へ

2泳一雪胃

』
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蚕本供給の途が識ぜられねばならない。撫蝉經理の鰯有林
でさへ鎧紘事業が湿糞として進捗せぬ現MfFでは動民有林の
鐙練事業の困難性は想像に難く厳い。

他人資本の供給源については。市中銀行、興業銀行、勧

業銀行、農林中央金庫等のルートカ毒へられるが、市中銀
行は其性格より此の顕資金は不可能であり、興銀は重工業
に指向し『糊銀は中小商工業の不動産撫保金融の域を出で
ざる現状では、頬の綱は農林中央金庫一行のみである。

然るに従來､農林中金の林業部門に對する援助は期待に
反し常に農永窪に睡迫されて來た事資からうれば、林業の
長期黄金侭濁自の林業金庫設立う雫るに非ざれぱ解決されざ
るものと断言して誤りないところであらう･

政府の造林5ケ年討謎によれば、昭和24年度以降民有

林の造械諜定面積は、人副植栽1,347,500町歩美然更新
178,000町歩となってゐる。

、今町営りの所要經識を人工植栽“280回(手入を含む)、
天然更新3,500圓（5年分のみ:うとして計算よるに、元金
丈でも総額900億圓の多額に上り、年々の所要額頭営10年
間は50億以上となる。政府は前記資金源の外。先般對日
援助見返賓金の導入を鰯つたが､其額は最高'0億画而も
使途は初年度の人工箙栽賛に限定され2年度以降の手入費
は老蔵されなかったのは喪龍馳晴を鉄<憾があり、關係者
の失望する庭であった。

遥林資金億前記鯵如き膨大なる費金で．而も年糞繼讃さ
れねば其効果なきものであるが綻來闘係筋Q認識が湧く,、
叉懲事者の啓蒙も足りなかった。

國土の67％を蔽ふ森林の比重は大いに許慨されねばな
らず、我盈としても今後澆ざる努力を綴け、林業金庫の寅
現に努力する要がある。 '
3．採算の難黙

新潟縣の杉人工造林(3,髄0本穂伐期50年)收裂鋳隙に
よれば､詮利年2.5％の場合島”4圓の利益を得られるも．
▲、､しり､ひ些少上色色角◆角.､串、｡n､＄ﾀ込伊由守■｡▲今凸、dq4bﾜ､ﾀb･凸●車の｡■･心J，"､ヶLP勾巫｡､pもタ､かむ?ぶゆ心余6，台､◆、◆､?､◆や茸■･戸

之が3％.となった場合は45,283圓の撹失となる｡：
・鐙林事業は多額の喪金を長期間投資して而も企業利率の
低い事ほ既に周知の通りてあり、金利も2.5％渤狸界鶏で

あるから、政府の利子補鵜と云ふ保護政策のない限り‘現

下の筒利な銀行黄金は利用出寒ない。

又植栽後間伐迄は植栽木は苗木とも用材ともわかぬ中途
半端なものであり、生長鼠と云ふ利息はついてゐても，そ
れ丈を年餐抽出するわけにいかぬ｡

即ち間伐迄は換貨偶値のない漣濟的盲鮎であり、慨こ類
例のない特進である。

此間造林着は農業､林産業､鑑工業等雄企業の收入によ
らなければ生計を維持して行けない。以上の理由から遥林

事業促進の鍵は、所有嬢の不安を遼に職肖し、低金利の融

資を識ずる事にある、

む す ぴ

未墾地、牧野の買收造林事業法案鎧林金融描置.税
制改革、森林法改正等受1ケ年間を回顧した丈でも林業界
には相次いで幾多の問題が山積された。

之等問題絃官民の努力庭も拘らず､關係筋の了解力鵯ら
れなかったり、営事着の熱意の鉄如から抜本的解決が輿へ

られず、鯖に後日に譲られてゐる事は誠に遺憾である。

産業賓源の寡少ば最大の不幸であり、林業問題の解決に

も幾多の陰路承あり、特に長期に亘る林業對策の推進は容
廷

易ならざるものがある。

林業と錐も他産業に弧立して成立域尋るものに非ず、相

互關連性は篤と橡討さ諭、關逵産業の調整が岡られねばな
らない‐

この爲には林業技術零は一切の行懸りを排除して大同團
結し､日本林業發展の推進力となるべきであると痛感さｵし
る次第，重ある。

弘年こそ我國梯業界にとつで重大なる年はなく、葵婁麦

の賢溌も叉大なるものがあると信ずる。以上《25'4.1の
,嘩守.pL･◆､“｡，8もザらr､?q､..-吋▲､"”“.､Gq｡､““Pも公一の角少､ハハハP,｡較哉手.心｡､p､0､◆やと?竹争a寧・■分吋q坐

、

アメリカ便9（第一信）

長井英照
5月1日CaSSLftke,En{1ionHot劇ニテ

去る5月1日Seattleに髪着し罰した動鯛寅港を出て13
日目でアルウシヤン方面を通過して來ましたので、海上は

稀かでしたが謹蘋は身にこたえ童した。でも軍用諾の1等
待遇で4人が1室を割雷てられ、比較的退屈もなく元氣で
大陸の人となったことを他事乍ら御安心下さい。

S"ttleで1泊しまし･て､陸軍少佐から按行上の注意茜受
け､霊日大睦濃断鐡道Pullmfmに乘り、丸2日間で漸く
最初の頑雲也として指定せられてゑ碁,St・P.u】市のLRkc
StatasFor<StFxperimentaJSt乳績onと趣nneSctoUni-

ve":tyを見學しました。米政府から既に連絡があり蓑す

ので、公用自動車で案徳してくれますので、蔑事好都含で

す。一行5名の中、私がLeadαでずが曾話の,出來薫才の

は昭'薊4年出の謬噸敏朗馬と"渉外係の田中秀次郎君で、
東京瞥林局の岡島貝郎君外は箪語を並べる丈です。そ"で
も貿私や彙事宿のボーイ使い位は何の心配も要ら宛とは
不思識なものですよ。現在5湖の附近にゐまして、主とし
て圃有林の遥赫､防火､施業案等を調査してゐます｡こ上は
50年の歴史をもつαﾕippeWa國有林で,Cim"a國境ですか
ら、今倫林内には雪があり、今年は1ケ月位無候が遅れて

ゐる由で、附近に澤山ある湖水は結氷しています。明日は

測迩から來てゐる3．人と落合つ寵3日間同一ケ所の現地案
簡を受けま掘営α:1ippeWa醤林署は、東京醤林局面積の
約倍で32蔑町もあるのです溌遥職員は20人位零驚擢営蹴
"JRangers人で､来園では集約な模範誉林署澄そうです。

警防施設は美事な&ので風致魂唾になってゐるので､保
護撫育に主力を注いでゐます。造林I"-Bedpine,"ck
pineが主奮､天然漫新力城功してゐます。職員は大部分
自家用車て邇い、吾埼が一寸出掛けるのにも乗せてくれる
親切さでず。 何と云っても丘陵性の森林で‘道路は美事

なものですから、管内を端から端へ自動車で、1時間半で
行けるそうでず。 恐らく日本だったら半日位か上るでせ

う･無電もあれば航空測量もやると云ふ具合で、一寸礁
用が出来ないですよ。鍬目偉思った程犬經木はなく、何れ
も第2爽林型で開墾地が澤山見受けられ、放牧場も各地に
ありまず､､製材工場を見學しましたが、製函工場で300～

鵜蕊識蕊と蕎溌噺縦f島瀧譲蕊

瀧驫燕鍵辮
500．今月一杯Xflke
hingtonD.C.へ行き、
ます。西部海岸は7月

~
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瞬謂フアーニス勧告と

’中野博正’
1

一審識研究者の礎書

…=＝＝

れた表面の文意とに大きな喰ひ違いのある事を知る事が出

來た｡舷にその内幕の一二端を述べ虞意の把握にいさ上かな

り共御役に立てばと愚考した，本文はあく玄で勧告の縮刷’
'8

を汲蕾んとする所謂アンデパン〆ンな氣持から書かれたも

ので、単に反駁の爲でない事を特に眼調して置き度い｡'

二、､フアーニス棚告の經緯
ら

日本に於ける森林害羅の丙ヤツパキクヒムシIpg jnpo-
nicu9NiijmaマツヵレハDendrolimu8spectabnisBut1er

カラフ1,マツカレノ、DendrolimnSalbolirieatugMaig''m-

ura等の被害はその規模の大きな黙で屡盈引合に出され

･て来たが、特に概食愚鼓害は前述の被害規漠を遥かに凌ぐ・

ものであり、単に松の用材乃至薪炭材の資源橘渇の問題に

止まらず、卿光日本に於ける唯一の風致確保や水害防止の

國土保安の問題、マツタケ生瀧の問題松脂探渠の問題等

鈴とからまり林業技術者の重大側!b事となって居る。それ

は被害競や影響瓶團の慶大な鮎に加へて地域的に臓南九州

の南端、鹿児島から北は北海道､遁南地方に至る茨での渡

に慶大な面頑を覆ひ，當事者にとっては日夜忘れ去る事の

出來ない問題とまでなって居る、松喰銀の被害は意外にそ

の歴史が古く．明治36年九州の一角､頑岡縣遠賀郡岡垣村

及び長崎縣佐世保市附近に發生した被害が記録上最も古

く、それを最初のものと見倣せぼ、既に50年の古い歴史

をもら事になり、叉現在の被審の濫鵬をなす兵庫縣下の被

害にしても昭和4年項から胚胎したと考へられて居る。尤

も詳しくは大正10年頃から赤殿郡那波町哩現在は相生市の

一部）の八幡訓赴境丙の松が若干柿れ初ぬたのが最初のも

のと言ほれて居る。との様な長い期間に於いて未だその雌

固たる防除對策の立たなかったのはこの害愚が如何に測鋤

であるかを如疫に物語るものであらうフ唯これを害鐘研究

者の怠慢に歸し、叉は森林害趨關係に従事する人盈の賓任

に韓嫁し､根禾問題の歳討なり解明なりと回避する行き方
は再考を要するものであり、大いに過去を反省し、少くも

吾を林業按術者は眞蕊な氣持をもってこの虚理に鴬らなけ

ればならぬと恩ふのである。

この重大な時期に逵合軍最高司令部N.B.S.ではその道

のエキスパートであるU.S.A.農業省昆錘並びに植物防疫

局技師ロバート。L･フアーニス氏を派遥し、日率に於ける

森林害銀の披害並びに防除の変態を調査せしめ‘その侭誤

な意見を徴しようと企圏した聯は科學的政治のあらわれと

)－－

目 次

一、まえがき

二、フアーニス獅告の經緯

三、職告案とその註諜

四、餌木に就v,ての論議

五、むすび

六、女． 献

一、まえがき

林野鴎研究普及課から普及通信EｴtentionNevsと言ふ

4頁大の印刷碗が發行されて藤｡鯛和25年3月15日發
行同級第3號の糧頭に｢連合軍最高司令部画.R.S.の日本

に於ける森林害愚願除に關する柵告の概要」と題して重大

な溌礎を含んだ19項目rA=S)の勧告文が掲載された｡叉
溌林時報麓9巻第4鯛15頁にも同文が載せられて居る。

、

諸氏‘主既に御一讃の上その結論的事項に就い･ては一膳御了

承の事と思ふュ唯この箇條的に要約された條丈には種燕複

雑な問題がからんで居て、只通り一遍の謹み流し程度では

多分に誤解を招くおそれがある儀に恩はれ．少し<補足説

明しなければならぬかと老へるのである。

1月1Sa(Jk)この獅告案の立案者である”パート.L.

ブアーニス氏を園む座淡會の席上、兵庫縣休務課長中岡義

雄氏が「永年森林害謹特に松くい壷と坂組んで来た自分達
？

の經職に照らして、今回プアーニス氏の御意見は一ツーツ

自分達の考へと相反するものであり、その興意の了解に苦

しむ」と述ぺられ、叉山梨縣山材郡長梶木治郎氏が「山梨

縣の様にマンノキクヒムシを主鎧とする被害地に於いては

先穆試験場中野技官(筆者)から説明あった溌に餌木誘殺法

以外に最適の方法はないと信ずるが、マツノキク廷ムシは

厩除しなくてよろしいとか、餌木は奨められないとか言は

れるレア戸ニス氏の御意見につい.Iごは民間指導の立場にあ

る吾々にはその眞意をつかむことが出來ない｡｣と論述せら

れた事からも.この糊告の侭意を了解ずる事は仲舞容易でな

い事が親へるのである。

筆者も雨氏の御意見には全く同感であり。1月21日『士、

再び直接蘭.RsS.林業部の門を<壁り、フアーニス氏と識

論したのであったが，その結果同氏の眞意と概要に示めさ

雛者〕農林技官林業試隣場大阪支場京都分室

－（4



中野：駈謂フアーニス糊告
一一一

して全く適切な鹿癒と老へられるのであ愚。ブアーニス氏

I溌林昆塁學畑の人であるが､現在は農業省の害謹措當官

として日承の細面種に匹敵するカリフォルニヤとアラスカ

との贋い森林地帯を受持ち．發達した害過躯除技術に依る

森林保護の艘駁を秋まれて居る。僅か三ケ月の覗察期間に

日本に於ける森林審鋤騒除の實態を略'を完全に把握し、賀
重な糊告を寄せられた事はその洞察力の優れた黙に於いて

敬服の他はない。

同氏はMWI124年10月より主として西日本の松喰遥激害

地を頑察し、同年12月28日（水）には林野照の要請に應へ

て「松くい銀防除用餌木に關する會議lに列席の上貴重な

意見を出されたのであるから、こめ時醜に氏の肚の内には

糊告案即ち観察報告の骨子健出來上って居たのであらうと

恩ふ。越えて1月上旬、同氏は小島俊文沖土を伴って四園

地方の覗察をされた。之に依って更に案に對する最後的決

意を固め1月2．日前記の勘告となって同氏の報告が出さ

れたのである。

同氏の意見の骨子は凡そ森林害鐡の緊除は害墨の發生量

に篭目すべきこと、碧銀の個鐙職密度Populationが比較

的多いか、少いかに依って防除するかしないかの態度を決

すぺ倉ものでPopulntionの少い被害地では防除の必要は．

ないと言ふ考へ方をもって居る｡その緒刺,は卿告の概要A
の項自に先づ明示ちれた。即ち日本に於ける被害激甚な縣

は岡山を筆頭にして熊本･鹿兒島･宮崎･兵庫｡山口・長
崎の諸縣であると指摘した。叉勧告には抹殺されたが．

同氏が座談會の席上口述された所ではMyelopl'ilus脇、
Cryihaiug鴎等第二次的害愚は緊除の必要を認めないと言

{対Lたが、それは主としてPOpulationの問題とからみ、

該脇の昆姦を第二次的害患と見倣したことから出霊して居

る事はその後同氏との對談の結果劉然としたのである。

MyeloPhiluS蹄と言ふのはMylo.riniberdaXj.マツノ

キクヒムシ、亜yelo.minorHm･tigマツノゴキクヒムシを

指し、cryphII1ug脇と言ふのはCr. fUlVu;Niijimaキイ戸
コキクビムシ、C1･.0blongusNiijiu.aアカマツノーキクヒ

ムシ、CrbPiCeaeRatZebu]蜜ト寺マツノキクヒム,シを指し

て居り心日本の害趣研究者臓畢ってこの種を善患の列に推

して居る。最近19錫村山麗識博士は兵庫際下の試騨､に

於いて識査さ拠た結果を「昆墨」第17巻、第1蕊に謹浸
されたが､,それに依ると従来ﾏﾂﾉｷｸﾋﾑｼの後食害と
見誤られた祇篭の丙にダウヒノヒメキクヒムシPityoIm1-

thol･llsjucundUSBlandibrdの害があり、このものは形態極

めて微小なものである。鎧長1.5mm。そしてー般には松

樹磯上の鍵蚕の鍵移は形小睡ものから初霞って逐次大なる
ものの害に移って行くもので．マツノシラ氷シゾウムシや

マツノトピイ両カミキリムシの害は末期のものであると言

--K

ふ事である。松に鍔生するcrypl'alug畷昆愚には前記した

種溌あり、之は従来一般にキイロキクヒムシと爾呼された

が、何れにしてもその形は微小で村山博士の説から言へぼ

タウヒノヒメキクビ公シに次いで侵入すべき種類と思は秒

るのである。．

一般に害織の蕃殖は蕃蝿肋Bioticrotential と環境
撫坑EnvironmentalResiStanceのzI皇衡Balanceに依って

規這されるもので、蕃殖能力B・P.は最測の個燈政･雌雄

比Sexratio・産卵敷・世代敷等の因子から計算することが

出來る。

B.P=P.Z" P識最初の個攪鯉”･･･世代似

Z=jl職倉比×産，職 、

今全く害過の居ない土地に初めて雌堆1番副ち2頭のキ

イロゴキクヒムシが入った場合環境撰抗を1すれば5年目

に如何なる結果になるか計算して見ようQこの際必褒とす

る駿値はP=2. Z=05×20, "=4である。

第1年目 ・2×(0.5×20>4＝2×104=20,000

第2年目2×104×<0.5×20>4＝2×108＝200,000,000、

第3年目2×i(j8xい.5×20)J=2×1012

＝2,000,000,000,000

龍4年目2x1012x(0.5×20)↓＝2×1016

=20,000,000,000,00(LOOO

第5年目2x1016x(0.5×20ﾉ!＝2×1020

=200,000,000,000,0002000"0"

即ち億兆頭と言ふ天女學的数字が現出するのであって、

その蕃殖能力の高い事は驚歎に値するものである｡但し疫

際には環境抵抗とな』って居る物理的因子即ち気温･溌度の

他､個燈蝋の墹加に伴ふ食餌峡乏に起因して誉義失澗とな

る事,叉は生物的因子即ち天敵等の作用に依り無限の増加
は許されない。然し乍ら環境抵抗は何時も蕃殖能力を抑騒

するとは限らないからも本種を二次的害鐙とし･て職頑する

ことは根:本的に誤りであって危険である。叉マツノキクヒ

ムシは好んで伐倒木に寄生し、立木へは餘り入らないこと

が筆者の奮購籍果からも言へるのであるが、本種は成識と

なってから枝條部に穿入して所謂鍵食害をなすのでmそれ

が他のゾツムシ･カミキリムシ等を侵入させる誘因となる

ことは禿分に考へられ､､その濁列を認められるのでその疑

穀に就いてファーニス氏に糾した所．生長量を上廻る後食

害方堵へられるなら駆除の璽勤賜るが。若しそうでなけれ

ば必要はないと言明した塾この様にマツノキクヒ.ムシ、マ

ツノコキクヒムシ、キイロコギクヒムシ(他の2瀬を含む）

等は日本⑤研究者の感認では爾大な意義をもつものである

に拘らずブアーニス氏は之を重大砿せず、むしろマツノシ

ラホシゾサムシとマツ／トピイ:ロカミキリ基シの種類を重

要害識として居る。この喰ひ違ひは一臘何虚から来て居る

ご
《

5〕一一
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のであら’うか？

筆着はブアーニス氏の場合を傍観Lて居て、如側に優#L

た研究者看あっても書遥の生活史Lifecyole･の一端を見

ただけで、その全てを推す事が如何に困難であるかを痛感

するのである。と言っても弧ち村山博士の誘をその儘容認

するわけでばないが，少く共奉アーニス氏の浪察期聞が冬

期の3ケ月に止まらず、蕃殖期をも含めて竿軍乃至1年に

亙って居たならば、この喰ひ蓮ひも或径度縮められたであ

らうと恩ふのである。フアーニス氏は醗H認の限定せられ

えアーース勃告
一

は更に重要であ鳥。何となればこの被害の馬に多く『の村が

、 その裁なる收入源を失ひ,叉この爲治山砦水上にも重大な
影響を典へて居るからである，

（註）掻く、､錘躯徐ば國家的意義をもつことを指適して居

るが、之は、の項目;こも反映して居る。筆者が日本林

業技術協會の懸糞論文I林業技術の振興について」に

鵬募した「森輔害識躍除對篭」中にも述ぺて置いた通

りでこの鮎徹告の意味する所には全く同感である。

0．雁除には二つの方面がある。即ち（1.現存するマツ

クイムシの殿を減らす馬の直接蕊除の方法及び（2）より良

たことに依る誤りが若しあったらそれは許して賛ひ度心､」

と率直に覗察期間の不足を認めて居り，筆者等もそれ以上

追求することば同氏に對して失鐙である事を認めざるを得

なかった。墓期間のキイ戸。キクごムシその他は樹皮下に

於いて左程大害をなす審患とは老へられないので、従って

之を除外Lた事は同氏の瓶察期間から見れ{鵡然の蕊であ

るかも知れないが．･日本の害溌研究者の濠に各地に於いて

昆識の全期間を通じた溌察を行ひ得患者にほそれが不充分

であることを指嫡出來る壗な氣汐時るのである。

次に同氏ば直接蕊除は絶蟹必要な場合に限定して採用

し副継濟力・技術力の低い日本の現状では之をより眼く反

映1ﾉ亡直接擢除を徹底させる可きであると主張して居る。

勿論林案そのものが企業の一形態であるから採算を度外頑

した願除はあり得ないので、あくまで原侭"stは低廉に

と言ふ經濟原則にのっとる可きであらう。その職同氏の特

に躯調された御意見は充分推察出來る。但し絶對に必要潅

賜合の限界を那邊に置くかの職に至って朧各人各溌の見解

をもつ愚あらうし.之を蝉勺にきめ冬”患入る頚は極めて困

難である。

兎に角ブアーニス氏は以上述ぺた考へから出發して勧告一

の原案を書かれたものであらうと思(軽Lるのである。

き林業經誉に依る長期緊除の必要とである。

｡ (蛎騨簾麓駕獺蒙欝潔
る。 ．

D.現在のマツクォムシ瓢除計謎に於げる絞階は主とし
て組織の上の賦箔である。現在個人の森林所有者に負はさ

れて居る駆除の責任を凡ての林地に對して統一ある瓢除計

遥を行ひ得る所の政府の箭職に移すと言ふことが望まし

い。この際所宥春の所有瀧を侵害せざる橇注意を要する。

（註〕錐者はEの項目に指塙されて居る調謹磯調の他に防
除。研究を一括して次の組織の下に統一今べきことを

既に昭和23年に指摘し憲その稿は握れて本年豊月の｢林
業技術」第9蕊紙上に發羨された。

-調査部(誉林局)－調査班一〔調査組）

. '_統計班
本部一'一防除部羅照

)種鴬(防鱗紬
%L榊練鶏"鰯，

’

－研究班

'一講習班
但し日本に於ける民有林の溌態は副業的林業の域を脱

兎に角ブアーニス氏は以上述ぺた考へから出發して勧告一
して居らず民の利益を無崩した政策は永繊姓がない。

の原案を書かれたものであらうと思〈軽Lるのである。
E・現庄に於いてはマツクイムシに開し何等信楓､手ぺき

調査は行はれて居らず従って憾簡の箇所並びに程度に開し三、勧告とその註課
信頓すべき蚤料がない。依って調査機關を設け駆除計斑作

糊告の概要は普及通信第3錨に掲げられて居る通りであ 成の篇に年を緬隆な調査を行うことを潮告する。
るが以下再録し逐條的に註鐸を書き加へて行かうと思ふ。 （識筆者は害墨に依る被害型より考へ少くも年2回読査

A.岡山･熊本Q鹿兒島｡宮崎｡兵庫･山口･長崎の各縣に於 の必要があると恩ふ。叉現在直ちに軌道に乗せて行ふ
いてマツクイムシの激烈なる發生を見る。岡山縣に於ける 必要を痛感せられながら、果してどのスタッフをもつ

事態は特に重大にして糊なる注意を要する｡上記の各縣 て之に営てるがの具護的問題に至っては大いに難黙が

鍋懸繼懸職臘騨需雛以外に於いでもマツクイムシは各所に發生して居るが、著

しい害を及ぼす程庭ではない｡ れる林業諏猫普及員を之に充てると言ふ提案に對して
識者の率直な考へ方を述べれば、それらの人々と:この（註〕激害の各縣丙にも被害の激甚な地腫と軽微な地腫が
諦査機關に充営さる可きスダツブの性質はﾗﾎ痩的に壷

あること、他の縣'こも將來大發生の恐れのある地腫の ‐ く別箇のものであると言はざるを得ない。筒書溌に依存在することは注意すべきである。
る鼓害型徹癖關釣に見てキクヒムシ型(春型)とゾウム

B. マツクイムシ被害の著しき發生を見つつあるは日本 シ型(秋型>の二型がある6
に於ける農も重要なる松の生産地である。故にこの瀧除ば F・（省略）

國家的の意義をもつ。地方的に言へぼマツクイムシの騒溌 G、現在炭く行ほれて居る伐倒-剥皮員澆却溌Cub･･peel-
，

－〔6〕一一
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－

&burnmeth"lほ日本の現状に於いて行ひ得べき最良の直 で到達した。この經繍は別箪に述べる事にする。
接駆除方法と認められる。 N. マックィムシ駆除の爲に提案された鳥の巣箱設腫も
（註）之には筒疑問の黙が多盈残されて居る。要するにこ 糊められない。

． の方法で行ひ得る所と他の方法を併用するか葦<他の 蠕働理由は次の通り意ある。
方濫に侯たれぼならぬ笥所のあることは事賓で、その ’1．松くい錨を食ぺる鳥はケラ類（キツツキ類）であ
何れを適用するかは技術者の才能に侯つ他はない。 るが、之は梁箱には入らない。

H.被害木を水中に漫漬する方法もこの種の方法の行ひ 2. 災繍だけで烏の蕃殖は識Lない。他の要素が必要
得る箇所に於いては良いやり方である。 である。

之に對する錐者の考へ方は醜に畷林こだま」誌上
（註）この方法では伐倒虚理法の域を脱して居らず､剥皮 に開陳した通りである。 〃

＝焼却の手間と危険とを除去したに過ぎない｡筆者が
．マツノキクビム､/を誓象として試識した結果では7日 O.噌略）

間の浸水で充分であったが、日高氏､佐多氏等の試験 P.森林施業法の改善に依る間接的騨除のやり方は永久‘
成演はツウムシ類を對象として3週間以上の浸水日数 且低廉な經識でマックイムシを駆除すべき唯一の有望の方
を必要とすることを述ぺて居遥。 法である｡日本の森林を壱識に謝し抵抗力を瑠さしめる而

I. 日本に掻けるマツクイムシの薬品騨畭は今まで得た き森林施業法を發逢せしめる篇に睡力なる研究計霊の樹て
る賓料に依れば有効でない。 られることを職告する。

（謹之は日本に於けるこの方面の澗究の低調である識を （註）同感であるがた壁急激な切り換へは經饗の節減とは
指摘して居るのではなくアメリカに於いても優れた方 ならないし,之を徐煮に施行ずる時は目下の被害に對
法がない程にこの穿孔遥類は扱ひにくいものである。 して間に合はない憾みがあり、餌木問題と同様大規摸
又極く優秀な殺鐙方をもつ薬剤でも高債なものや人畜 質用的試職の行ほれることが蒲ましい。
に危険の伴ふものでは使へないとブスーニス氏ば口述

Q.森林害遥の騒除に對する函家補助金侭國家的に重要して居る。

J.被害を受けて居ない松丸太を剥度せしめると言ふ方 にして→殻の民衆がその支出された經擬に粗陰した利益を
法は斯穰な經壷のか上る手績はマツクイムンの蕃殖を止む 受くべき方面にのぷ限定して麦笛さるべきである。
るに絶對必要の最小限度に止むべきであると言ふ見地より （註)某縣に於ける補助金詐jM鐵件(林材新聞所戦）の侭

煽については誰老等にはその眞相は判ら雄いが、それ
して再嶺討を要する。 が眞窪でなければ幸である。
（註〕プアーニス氏ほ之に附け加へてこの鎌な私丸太でも R・本報告に於いて爲された提案を愛行する爲に必要な

墨が入づて來る鎌になると剥皮せねぼならぬと弧調し
た。餌木誘殺法に反對の意見を出された同氏がこの綴 場合には風及び縣の森林法規を改正すべさ事を職告･する。
iこ墨の入って来るI巖期に剥皮した方がよいと言はれる 儲）この獅告に蕊L､て脳くい墨等森林害織漂除溌防に
のは一膳癖義の｢餌木法jを肯定したことになり筆若に 關ﾂｰる法律案｣が作られ、その要旨は普及邇信館3鋭
は矛盾としか感ぜられないのである。同氏は之に對し に載せられて居る。

て經費の嵩古黙と共腫虜除組織の不充分な黙を墨げて S. 日本に於ける森林保護専門家が米溌に於墜工發達せ
回答したつ組織､不充分な識ほ全く同感であるが､經 る森林害騒騒除及び溌防法を研究する磯禽のより多く典へ
菱の嵩む黙画筵筆者侭必ら手しも伐倒剥皮焼却法より

られる犠にすることを糊皆する。
溌謹を嵩詮とは考へて居ない。、

璽.ﾏｯｸｲﾑｼ蕊除の烏に一睡錐皆伐するやり方は “この獅告は日本の森林保護専門家にとって旱天慈雨
の鰯である。

不可である。

〈註）このやり方ほ現在某國有林に於いて2割以上の被害 四、餌木に就いての論議
地は皆伐すると言ふ方針をとって居る様であ葛が．之
では蕊に蕊舞作桑量を増すだけであって好ましく･な 前年12月28日林野寵の要識により笹木を松くい戯防除

用として使ふことの可否に就いて論鐵された。出席者は次､，O

I｣.直接の羅除作業鐘を可成減らす篤に出来るだけ被害 の通りである。

木を撒出利用ずることが望ましい。 琿乃､フアーニメ氏、ワイズ氏，村山藤遥､松山資郎、
〈註〕作業量が過大どな紅ぱそれだけ駆除が徹底しない事 田中秀次郎、II'.T・佐燕木

になるが，この爲被害木は早く撒出利用した方がよい 端的に言って餌木は松くい識防除用として奨められない
と言ふのである。

皿．マックイふシの賓際的願除の篇に餌木を用ふる方法 と言ふ結論に達した。その理由としてブアーニス氏が繋げ
たのは次の綴である。以下原諜丈通り拾って見る。

は識められない。
合衆霞の經溌に依れば餌木は次の理由て松くい虫防勝用

一鍵）之iこ就いては種禽議論が紛糾して居り．結局大規膜
な喪用的試験に依って證明Lなければならぬ段階にま としては効果あるものと着へられない。

一一（7）一
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‐ 1．，餌木は全部の松くい虫を吸收しない』
松くい鐵にとっては餌求よりも立木の方が喰いつきやす

い。立木はたとへ餌木を置いても侵される。従って全被害

地は少くも年2回．］回は餌木1回ぱ普通の防除法で魔理

し厳ければならない。この鎌に2回騒除しても經費が嵩む

許りで何等効果はなk,。

‐ 2．平均して1本の算木は孔本の立＊達救ふ提けであ

る，

この理由は’木の餌木叉はそれと同じ位の大きさの立木

は殆んど同蝋の松くい鋤な吸收ずる･從って餌水とほ営同

じ数の立木が松くし識の篇か叉は松くい識と餌木の馬に失

はれることになる。 ， 一

3．餌木は準術作業を必要とし、時々見廻らねばならな

い。叉餌木で効果を選げようとすれば餌木は虫害木と同襟

謡*中到る所に藤鐙Lなければならない。

4． 餌木に依る防除は高度に専門化した仕襄で綿密且つ
技術上の監漉を必要とする。

餌木の取扱ひをあやまると餌木は筏くい鐘の温床となっ
て防除どころか反って菱延させてしまふ。

5‘ ’年中の時垂を異にして蕊ふ各種の松くい虫があり

各種の餌木を必要とする以上，餌木に依る防醗は恵難極ま
るものである。

6・ 防除對策として餌木の方法は大いに疑問である，
（中略）

この未だ資鐙されない防除對策に金と努力を郷ふよりも

むしろ原始的の綴であるが伐例談ﾘ皮嬢却法と言ふ蒋邇の

直接的對策に集中した方が遥かによく、この方法を適宜に

叉徹底的に行へぱ少く共一時的にほ害驫を防除する事が出
來る（後略）

以下この理由の各項目に就いて逐敦捻討して行き度いと
思ふが．その前に餌木誘殺法とは如何なおものであるかに

就いて少し<筆者の知見を述べ御参考に供し厳と思ふ。
餌木は元來ドイツに於いて發達したものでドイツ函では

圃angBaumと呼び、主として穿孔鐘類の防除項に供せら

れ北欧諸國で侭その効果を可成認めて居り，日本へ侭ドイ

ツから直入された。一方U.S.A.ではTxWtreeを種し、
既に1930年項北賦諸國より之を導入し､震騒を無たが餘
り有効でないと言ふ一應の結論に達して居る。このことは

ファ備一ニス氏の報告等にも判然りと貝戎て居る所である。、
餌木は震い林内に散在して居る穿孑唯の害溌を虚理し易

い綴に一定の箇所に集める篇の未剥皮水で害虫の蕃殖期に
は可成多くの審虫を集める蕊が出來るものである。この習

性を利用し、特定の時期に之を鹿理して害虫を殺す防除法

を餌木誘殺法切raptR'eemtthodと言ふめであるが､筆者
の考へ方は從來の概念と多少趣きを異にして居る。

穿孔虫類が樹木を便かす場合、その部分に依って種類と

密度の差異のある事は既に知られて居るが．日本に於ける

桜害虫の種類に就いて之を一括麦にすると第1表の通りで
苧

ある。

、第 1表
－

’樹幹の部位

下部〔根を含む）

中部(大枝を含む）

上部枝條を含む､

分布する害虫の種類(略記説〉

qi，M.P・

班.m.P､n.P.o，班.toO.f.

M､p.(Ka)MIn(IaM,m.M.t.C.f・P.j.

、

（鋤'･記晩は中野;赤掻窓生穿孔虫類の生態的研究,蝕
疲の基礎的研究

〈漁鋤，日本林學會誌Vol.31.NO.3.4.(1949)より
C,i・ CryptOrll1ynChuSinSidioSuSRodofs.

マツノシラホシゾウムシ

M.p (IR)後食NaChfmS.

Myelophnuspiniptrda .
マツノキクヒムシ

M･m･. (Ia)後食
Myelo.minorHartig

マツノコキクムシ

P.n． 狸isaode8nitidusRoelo偽．

ﾏﾂﾉｷボｼゾｳﾑｼ

P.0． Pi弱り《leSobScul･ugRoelofS

マツノクロキポシゾウムシ

M,t. Monoc1'3mustegerUlaWhite.

マツノ1､ピイロヵミリムシ

C.f. CK･yPhaluSfulvlISNiijima

キイロコキクヒムシ

P.j. PityolMfthoz:UHjuCunduSBlaPdford.
タウヒノヒヌキクヒムシ

2． 害虫の麗類は主要なものに限定した。

又甕虫の種類に依って蕃殖期間は異って居り、世代数も

一定しないものである。從って餌木の設置に先だって次の

黙に充仔な考慮が挑ほれなければならない。

孔．餌木の利用部分住として樹皮厚）
6

b.設冠本殴〈主としてpopuIMtionに依る） 、

c・ 伐倒並びに設謝時期〈蕃殖期以前ノ
d, 設腫場所（主として日照・風向・巡覗の便）

e， 徹收魔劉時期（害虫の穿入度に俵る）

f. 一年間に行ひ得る回数（主として世代鯉）

以_kの鮎を考慮し・て理論的に考察を進めるならば、對象

とする鴇虫毎に特定の型式の餌木を想定する事が出来る。

錐者は次の鎌に分類して居る。

1． マツノキクヒ式、2．マツノコキ久こ式、3．キイロ

コキクヒ式、4．シラホシ式､5．キポシ式、6．カミキ
リ式。

その何れの型式を使ふかはpopulationの蟻に依って

)---- 琴

ー

一（8
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中野：所謂ファ戸ニス勧告
一■=一一 一 一一一一一

第2表餌木と立木への穿入数の比鮫DOmimlntを決定してから定められるものであるが、但し

一應餌木誘設溌としての蟹系を立て様とした場合マツノキ

クヒ式以外に就いては充分な賛料力鵯られて居ない。
〃

餌木の方法は一般に選木･伐倒･伏込･管理･徹攻．魔理の

順で行はれるが、被審地の)伏況を充分に調査した上で防除

計聟を樹立すべきであらう℃何れの場合にも虚理能力を充
分考慮して窪木しなければならぬ。設置本敷の決定は從來

の

は前年被害木本数のﾂ3叉は同敷を選ぶと指導されたが，

之には數理的根擬が薄弱でむしろ直観的なものである。向

後はpopul乳箇onから一定の係数によって導き撤すべきで

あらうが、然しマッノキクヒムシ以外のものに就､､てはこ

の敷式紬悶理が極めて困難である。

次にフアーニス氏の餌木に對する反對理由1－6項目に

ついて逐項錐者の意見を述べ補足的に諭じて見ることにす
〆

る･

1．餌木は全部の虫を吸收しないと言はれるのは害虫製

に對して餌木の設髄本職が少い場合に起る極く普邇の現象．

であつ亡、之に對して餌木の設澄本賦を増やしてやれぽよ

いのであるが、虫害駁の極めて多い所では設置すべき餌木

に事を鉄き行ひ得ない事がある。

元来餌木誘殺法は伐倒剥皮焼却法に依ってあも童し緊除
した後に林内に残る書虫の清掃に使ふ可きものであって激
害地で単濁に行ふ可きでない。この職をブアーニス氏は次

の様に説明した婦

伐倒剥皮境却法に依って害虫數力鍼少したならばもはや

再發の心配はないから何も餌木に依って林丙の清掃を行ふ

必要はない。如何に周到に行っても害虫数を0にすること

は隅來ないし、叉0にする必要も認められない。若し一回

の伐倒蒐理に依って害虫が礎る様ならば綴いて2回3回と

この方法を徹底的腱繰返へ』せば最後には問題にするに足ら
ない害虫数まで引き下げる事が出來る。と

然し筆者は伐倒剥皮焼却巌の最も大きな峡黙は後手とな
る事が多い事で、現在迄不完全な伐倒剥皮焼却法を行って

來た繕果取りかへしのつか厳い破目に階って居る地域が少
〈ない』かうした時、伐倒腿理によって害虫の勢力を或程

度鎭唾した後・餌木を併用したならば数回伐倒剥皮焼却法

を行ふよりも郵際こ腿髄出来ると老へるのである。

2‐筆者がマツノキクヒムシを對象として調査した所で

は第2表の鎌にzig均92.1%が餌木に7.9%力誼フドに穿入す

ると言ふ結果を得で居り、必らずしもフアーニス氏力言ふ

糠になって居ない、但し他の種類に就いては詳かでない。
然し假りに平均して1本の餌木は1本の立木を救ふだけ

であるとしても、もぬけのからの被害木を虚理する結果と

なりやすい伐倒剥皮焼却法叉は伐倒職理法饒割･浸水虚

理をもって剥皮焼却に代へる）よりも或意味で餌木法は優

一（

合計
一一 一 三

0.118
（100.0％〕

0.094
（100.0％）

0.092
(100.0%)

'調査期別

A

’’’ 立木

0.017
〔144％）

0.007
（7‘5％）

0.0ql
《1.1％）

餌木

0.101
(85.6ﾉ6）

0.087
(92.5％）

0.091
(95.9％）

Ｂ
Ｃ

平均｜(9職) I（畷､｜
0.101

(100.0%、

〔註)1.A.B､Oはそれぞれ11,2,4月設置b
2.數宇は箪位表面識10000m2鴬りの虫孑蝋，

（ ）丙全数に對する百分比。
口

"た黙をもって居るのではなからうか？

3． 錐者の餌木法は組織的に行ふ可きものであって技術

者をもたない個人の森林所有者に之を狼いる事は全く考へ

て居ない。叉この組織を岡解すると第3表の様である。

事業地では先づ縣林務課今防除督鯏員→地元民の線に濃

ふて被害木伐倒剥皮焼却法を溌施するに當り協力方を促進

､すると同時に叉防除班を活用して伐倒虚理に常らせる。一

方餌木誘殺法蜜施の篇、表に示す組織を編成しA､B.C等

の試験餌木に現はれ蜀費料に依り主として設霞時期、徹收

時期等を通報し、事業地の凝除溌施を適確に行はせる。フ

ァ一子氏は餌木で効果を紫げる篇には林丙到る所に餌木
を配置せねばならぬと言ふが、飛翔距離を考職すればこと

さら不便の所に岬kを設置する要はない。大略の基準は1

Iial箇所で良い。

ウ

号

弟撤綱木誘戒法寅施組織7一例

9〕－
や
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中野：所認ファ．－ニス勤告

（註)1. A-B.Cは各型式餌木を示めし斑必蕊こ應じそ＝

の数は埴減するが、その判定は試騒場害虫係が事業池
の蜜態諏査に塾き決定する。

2．所要人員は必要の麦に應じ適宜伸縮するが、表に

は基準となる員数を掲げた，謹ちこの数字にこだわる
必要はない。

4．この黙全く同感であるが、高度に専門化した仕事、

即ち技術を林業に於いて取り入れる事が出來ないとすれば

之を肯定した刹那に林業獅怖の發展性を疑はざるを得ない

立場に髄かれることになるが，この黙林業技術者は大いに

反省し再考すぺきではなからうか？ 、

5．その地方叉は地麗の優占種Dominantを決定して

か入る可きで、全ての害虫に共通した餌木法と言ふのは前

述した通りあり得ないoその識蟻的な調査の意義は重大

となって來る°

6． ブアーニス氏は之に關職して大規漠な奮用的試隙を

行ふくき事を勅告したq
之に對して林野照"暁普及課掻山技宮は今後の實験の篇

に是非共溌算が慾しいと懇請した。

ブアーニス氏のこの獅脅に依って獅bR.Sでは或穂度の‐

制限を茄へて-鰯承認の意志を示めしたので林野聡では緊

急關係者を中央侭集め三日間に亘舗r合會を開いた。この

曾談には

他の設備に於いても不備である。それら不備の郷笈今後充

､蜜される可き段階にあるとしてもそこに一含般砥解が件は

なければ舟陸面に朧直談プラスしない幾多のトラプシレが研

究宥め上におほひかぶさって、それらを打開して行く事に

窮盈としたスケールの狭､珊鯵者のM球上る噸は自明であ
る｡誰者ほよりよし､研究機關の誕生を肌鯛して;そのため

P捨石となる事を肯んじたが､現状の:ま=L推移すればまと
もな研鐡鋤底繊る二と朧出來ないのである｡､一方一般
からの研究成果の要求は犬である泌"暁磯総乃至頻境の
蕊術には穣極的な菱識者の一人でも多く現はれることを筆

者自らも待ちのぞんで居り、自ら努力もしなければならぬ

と思って居る。

然し研究者自身を何の取柄もない様な服ラブルの連綾と

単なる成果の要求とで遥ひつめ、次第にヂレンマに箔らせ

る事のない嫌に一刻も早く立遅れた分野の機織蕊備と研究

者の研究意慾を向上する方策を樹て、向後鴬面の對策に有

力な原動推進力とな､拳べき垂あらう。

研究成果は一人の研究者を生のま上放り出しておいて決

して上るものではない。それは或る組織のもとで初めて立

汲な成果を蕊げることが出來るもので、一研究者のみの業

績を云産するのほ既に一世紀前の物の考へ方でしかない。

研究者一個人の自由意志にまかされたテーマはともすれば

個人的興味に終始して假りに研究としては優れたものであ

っても、直接事業には何等稗益することのないむしろドグ

マな研究に諺ることが多いのである。稀に．然も極く稀に

世の要望にも合致し、その"躍者個人にとっても興味のあ

る問題が選ば#Lることがあるとしても一般的にはそ心逆の

場合が篭だ多いのである。

叉研究の幅が腰<なって來れば来る程．研究者相互の和

であるとか、事業面の人為と研究者との融合等と言った面

が益埼肝要となって来る筈である。

例へぼ餌木の間題にしてももはや個人的研究の域を腕却

しなければならぬ段階に達して居り、大規嘆且つ賞用的試

験に依ってそ姪効果の實證を經なければならないのであ
る。

その事は獄告の丙讓に含められて居るのであるが、単に

鋤告の概要の藷颪の文意から汲承とって『餌木不要」を唱
えることは富らない。

筒之は多少畭談に鰯するかも知れないが、現在研究途上

にある若い研究者雪こいたづらに卿事をかぶせ．底力を培

ふ可き貴霞な宥春を無爲に過ごさせる等は涙なくして見る

事の出来ない程、痛董しい光景であり、叉之に對して必要

以上の要求を敢えてし、之に鵬えられない時その無能をか

りにもそし患が如きは弱い研究者を奈落へ突き落す‘ものと

言ふ可きであらう。

〕－－

鼬

。

。

林野臓側

林業試験場側

縣隠側

等没が集合し汐f集合し

岩野･繊幕･松山・首藤各技官

今關･日塔･日高･中野･小田各竣官
横山･塚本･貝崎･宮脇｡清各技師

誉林局側の出席のなかったのはこの餌た。＝

木試験が兵庫。熊本。宮崎各縣民有紘を對象としたからで

ある｡後熊本縣は削除した｡この會議の前日林野寵の依頼を

受けて錐者が早急に作製した「餌木試載計聲の大要」を基

･として審議を進め．やうやく結論を得たので'N.B.Sへそ

の案を麓づたが3月4日N.B.Sのハイパツク氏より‘本案

中止の邇知を受けた。

五、む す ぴ

筆者は糊告の丙容に就いて肯定しては居るが､個匙の問

題に關する私見は註隷として第三章腫も附記しておいた。

筆者は嘗っで日本の害虫研究碧震力猿心となり、鑑林2

經誉。林政･防災等あらゆ為研究陣を動員し關西方面を舞一

墓として挺牙冊院に没頭して良い方策を一日も早く樹てる

濠に努力すべきであると懇禰した。そして少<共害虫研究

者はその先乘りとなって高島試鹸地(現高島分場）あたり

を足場と．して激害にぶつかって行く証きである事を主張し

た事があった。今日間らずも筆者一人の大阪麦湯勤務が資

現したが､現在大阪支場の主燈獄京都分室にあり、筆者も

又そこに勤務して居る。そこには虫害研究室の設備は勿論

一一（ 10
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中野：・所謂ブアーニス糊告

兵庫縣下に於いて激害弗加へつ上ある松穿

孔虫類の被害と對策､兵庫縣林業試験場

松樹箸虫の脅威とその防除對策山林709

號p.35-45.

餌木に依る害虫誘引に關ずる調査､林業減

籔彙報54餓

松樹被害對策としての巣籟架設の効果興

林こだま､90銃

PinebarkbettleepidemicinJap淑もN凪．

S.ReportNo’90． 、

松害虫の被害と防除林業技術シリーズ、

第5脇

アカマツ寄生穿乳虫類の生態的府暁，蝕度

の基礎的研究（溌報）日本林學會誌．第31

名第3.4合併脇p;15･

生態上より見たマツノキクヒの防除法，林

業技術.第4鰯

マツノキクヒムシに對ずる餌木誘殺法、林

業試験場浅川支場、業務蓑料第11號

松喰虫の生態と防除、前橋誉林局報

九州地方に於ける松枯死の原因とその對策

2．佐多一至筆者は敢えて諸氏の御愛寵に澱もらんとするものではな

いが、温傭をもった長い眼で見守り、時に睦互に切瑳琢謹

しあぶ雅鐙を特に御願ひしておきたい。

錐者は環に獅告の讃みかじりでその内容を御都合主義に 〃

曲解し皮相の観察から篦に弱き研究者への塵迫に終ること

を最も恐れるものであり、同時にそれ力難者一人の杷蕊に

過ぎないことを願ふのである。

以上筆者は蕊.R.Sの勧告に濁する註鐸と一署録研究者

の立場とを記述して来たが、錐者のアソデパン〆ンな氣持

＝ばWﾙ普わ丙蔦をおほひかくしておかせなかったのであっ

て、こLに「職告の概要」の不充分な鮎を筆者の知り得た

範幽で忌慨なく披歴し、もって諸氏の御賢察をまち、ひい

ては日本林業技術の向上の上にも一つの光明をもちたいと

念じた次第である。筆者の述べんとする意圖は大略御測識

願へた事と思ふのであるが．た壁普及通信第3號乃至農林

時報、第9程､,第4説に記載された記事を三面記事の如く

叉は他人事の如く讃ﾕ続されず眞意の探求に努力されるな，

らぽ筆者望外の喜びである。

文中の妄言は深く御詫び申上げ、併せて貴重な紙面の提

供を御快諾下さった｢林業技術」編臘部松原理事の御霊力
に對し厚く御禮申上げるっ筒本文は大阪菅林局淺井照査課

36諏藤肋：

4．日罐正俊

5.中野博正：

6. lr.KQjima

7，日塔正俊

8．中野博正
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長並びに林業試験場日塔技官雨氏より御校閲を賜はった。

附記して御臘申上げるd、
13.井上元則

六、文 献 。 14.村山醸造

'・ 日高蕊資：管内に於ける惣林試職成績誰査の概要､後
篇、熊本瞥林局 15, 1:Iw野博正

熊本誉林局叢書､第16読

松虫害防除糖説、朝倉書店

所謂掻類の穿孑腿に就いて、昆虫、第17銭

第1"p･1.

森林筈虫細除對策､林業技術､第9雛
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昭和.二十五年度の

木材有効需要量に關乙て
大迫壽男

、

一 一一一

一㎡我國木材消費愚

過去に於ける我震の木材消蜜量は昭和'9年の'薦石堂

最高に6千禽石前後を消蟹してゐた｡之を人口一人常りに

見ると鮒1表の狐くに鱒鍵してゐる。

第1表木材使用量及人口1人膳使用量

〃

まえがき

木材の全ての統制が25年1月1日に解除となり木材市

場は戦前の自由競争時代に復歸する事となった。此の統制

解除に至る迄には蚕源關係から、又需給關係から、更に叉

統制様式から省關係方面に於て云盈された問題があったの

であるが.木材は他の統制資材と趣を異にして現在の森林

蓄穣が過少であるにも不拘、供給を浦すに足る木材力続制

の網をく蟹って市場に出て居たと云ふ事が統制を無意味な

ものとすると同時に、叉今後の賛源問題に大きな問題を呈

したのであって、統制を解除させる一大動磯となったもの

は所謂九原則の蜜施であったのである。

大脳統制の解除になった主な理由を要約すると次の嫌な

ものである。

］・ 消費締i1を賞施しても生電統制が行はれざを限り有
効需要の限度に於て森林の過伐が行はれる。

2． 生産統制を即時實施ずる事は困難である。

3．．級済状態の急激な韓菱に依りそれに迩應する有効需

要の把握が困難である。

4木材業者が事業黄金の回純を早める意味で購買力あ

るものに販寅し、且税の輕減からも切符の流通は阻害

される嚴になった｡

5， 集禰阪寅業者は質績主義であった馬に切符のみの費

買が行はれた事。

6．臓遥證明制の緩和と共に切符制度は破壊された。

7・ 他の物資が統制解除となった爲に木材のみ流通秩序

を維持することが困難になった。

8， 闇償格と③との差異がない。

9． 各需要官寵の末端儀關が縮少して霞際の需要を把握

出來なくなった事。

斯くて統制撒慶に至ったが溌初若干懸念されだ需要の激

墹と似絡の臓貴催完全に金融面からチェックされて、四ケ

月を經ても侭絡は⑥欝時と差異もなく．、叉需要も増加する

と云ふ事はなく現在に至って居り、却って阪賓業者が有効

需要を見出すのに窮鈴として一部の特殊な材を除いては貢

行不振に悩んでゐる。 、

千石
'昭5 63,613

6 59,682

7 60，204

8 63，127

9 70,107

値蕊
13 73，259

14 85，868

司彌
74．829

弓94．259

92，696

92，881

106,392

65,]28

76"525

76，171

75，887

石
].023

1．273

1.234

］､215

1.“8 ’

0.905 ’
1.038

0．975

0.918

石
0．987

0．913

0．908

0.939

1．028

1．0澱

1．107

1．053

1.014

1．128

昭15

16

17

18

］9

20

21

22

23

Q

此の表に明らかな如く戦時の木材消饗量が平時より相當

量増大してゐる蕊及び戟後の人ロ1人常りの消費量が大

鴎昭和5-9年ペースに相営して1人1石を割ってゐる事

である。

職前及戦時中にかけての木材需要鼠といふものを細かい

産業分類に従て把握する事は困難であるが，昭和21年より

の需要通は配給統制の對象として各主務官臘を通じて提出

されたので一腫見透しを立てる上に於て各産業の木材使用

状況を把握することができる。

昭和22-24年迄の用途別需要量並に翫営鐘は第2表の

邇りである。
●

斯くの如く木材に對する需要は極めて増加の一路を辿っ

て來たのであり、一方供諮を費源的方面よ．り考慮した時誠

に愛蔵に耐えないものがあった。何とならば我國の森林費

源の年間可能伐探量は保績生産を老へれば最大3－4千萬

石狸度を上らないからである。此の事から需要と供給の歩
み寄りと云ふか揃然たる綴を7千蔑石に引いて配営が行ほ

れて來たのである。

庇が24年度営初になって．過去需給率48％が一躍36％

と云ふ減少を示じ，各産業の復奮に木材が最大の支障品と

なって来たのであって、今後の木材の配賦にほ此の需給相
一－

〈錐者）挫林技官・經濟安定本部林達課

－（12〕一

ロニ
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大迫：昭和25年度の木材有勤需要蛍に膿して
ー一一一一一 -- - 一一一一■一一一一色一一

第2表昭和22-24年度木材用途別需要避及配噛最 （イ）パルプ用材

木材を使用する産業で最も順調なパルプ工業は24年腱

より更に使用量の増加を示すであらうと云ふ事ば想像に難

くな､､所である。

25年度の生産計謹を見るに人絹パルプの能力は24年度

の231千頓から262千噸に聡加し犠稼動力も162千噸から

209千噸に増加する撫定である。

製紙工場では國策､麺上、4礎興國､山陽、日本、東

洋紡共に描充捕修が行はれるであらう。今パルプ別生産計

謹を見ると

S.P 201,900'噸 A・P 5,00W
n.P 98,800 I G･P 2715210
X.P 46,510

となって居り総計62蔑噸であるが24年度51蔑噸の2割

増となり､特にs・P,R.P,K.Pの生産計謹は5割前後の増

加を見込んで居る。この25年度計喪を原軍位計鋒すると

900蔑石以上の木材の消費力堵慮せられる。24年度の質績

は51蔑噸で750蔑石と推定されるので2割増と見ても木

材900萬おの消化となる。

一方之を資源的に見た場合パルプ'材の供給は坑木との弧

､､競合があり ．叉北海道材が國有林に依存する篇に生琵鯉

量に限度があり丙地も濫伐の被密卜保綾を考へた場合にバ

ルブ生産計謹通りの供給は不可能では広いかと危険硯され

る識が多分に存する。

更に砺力の供給から見ると24年度の'4％堀でありこの

計惑から60萬噸位の生壷は可能と云へる。

次にパルプ啄輪入も計鐙されて居るし、パルプ材の輸入

も云灸されて居り之等を綜合する.と一應國丙産材950蔑石

程匪と見るのが安富の嫌である。

（ロ）避船用材

本年度の船舶造修計識は外圃船及進駐軍溌係の修理を別

と‘し七次の如き計遥がある

鋼避船新遥 300千噸

共 他 “
鋼船入渠修理 388
沖修理 3500
散 造． 220

木鵬新遥 135
木船修理 315

であって之に對する鋼材所要量362.1千噸であるが24年

度のずれを併せ見返寶金の出方から見て6次船は半分程度

の可能が見込ま紅るo裁材面を見ると前記要求量に對して

鋼材の本年度配鴬計霊は255イ噸であり遥船はその軍要性

に不拘黄金面洲臓調でないためか蜜績廠_とって居ない様で
ある。

唾？ 壬 守 口

赫認澗霊）
材 （築柵:、
材 1,911,256

-．〈901,000）

木《罐:柵）

木,〔雑柵）
柱 ’'220,000

〈620,000）

ﾌ､（珊柵）

板〈郷捌）
136,323,900

〔65,000‘000）

石’
107,187,準2

（43,265.000）

3,93“301
〈2,505,000）

(認餓:）
15,912,200

＜12,625,500）

4722,“8
〔2,232,000）

2,034,452
（900‘OOO）

6,976,500
〈6,138,000）

1,24R,173
（1,197,000）

14易382,735
r70,172,000）

用
用
用

ル
計

鍛
識
剛
坑
枕
寵
パ
合

稀職制
心

′註（1）22年度配営履のみは年度雷初年間概定幽量で
あり27，4年度は配営蝋量であり24年度第4,卿半期は

統制解除となりたる篤確定數量ではないが期職初に立
てた配営計遥灘量を使用【た。

（2）（ ）は配鴬遼

反すると云ふ二つの矛盾の問題を如何に解決す悪か壁大き

な雛鮎であったのである。

然るに24年第3，4半期頃より所謂經濟九原則の蜜施の

影翻を受けて木材の需要は急激な減少を示し、劉鴬方針も

~鴬然過去の重識主義を排除し逆に中小企業方面の過去に於

ける劉営比率の窮屈であった5面に比率を増加せしめる詰

果となった。此の事は顕要産業を輕覗したといふ意味では

なく、所謂重黙窪業と禰せられた所の石淡、鐡遁、電力、

鐡鋼等の部面の購買餘刀（右敷需要)が減少した事に他な

F)ないのである。爲に年間髄初建てた配常計識は根抵より

毅り第3,4半期よりは新規に斎壗を樹立する篇、寮定本部

に於て'0月木材有効需嬰の測定を行ったのであり､之は第

3表に示す邇りであるが之に依ると特殊用赫の需要量は

極度に落ち僅かにパルプ材力蛎加を示したに過ぎなかつだ、

叉約2億に及んだ需要避も總燈8,500蔑石といふ需要の

激減振りであり、漸くにして需給バランスが取れる様な状

況となって乗たのである。

P

三、昭和25年度の有効需要につ．いて

25年度の有数需要表は後に記~効;之等の主要用途につい

てビック、アップ･して、産業の常罷と、夫れに附随する木

材の需要量とを，述べて行く事としよう。

一、特殊用粉

一（13）－ 一

、

腫分 22年膜｜”年度 I “年度
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大迫；昭和25年度の稲材有効需要鋤こ磯して
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大這：昭和25年度の木材有効需要鐙に關して
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木材につい起も脚織燗I門丈で4,000千荷の需要があるが

鋼材と同朧65％前後と見て2,500千石径庭の有効濡蕊が

一畷無難の際であり他に輸出、海迩關係達見ても3,000千

石と出ないのではないだらうか｡

戦後少量乍ら米材他総入材も使用され悉犠になって来た

し、現在の賓金及他の與件に鍵化を來さ臓阪り以上の数獄

程度と見たい｡
一

（ハ）坑木

24年度生産計聲3,830翼噸(蛾も略盈伺溌)に對し坑

木の配営量はエ1,300千石であって原箪位臓0.29程度とな

って居る。

坑木の原箪位は前年度堂初からに比べて徐兵､に下廻る様

になって來て居り、之には色盈の原因もあらうが石炭鑛業

の効率の増進の篤に外ならない。統制解除後の石炭園滞貨

魔理問題､未納代金の問題が依然綴けらｵ蠣軍位の切下は

そめ合理化から営然の問題であらう。今鋼材に例を見て
も、24年度l頓営b4.3恋が25年度に3.5遊、セメントは

24年4.5旺のものが3.5磁に計謹されて居り其他鐵支柱の

利用、コールカンターの利用、炭塵計、鋼素検査機，切刺

載込機､選炭陵等合理錘金の投入により在籍374千人で

'入営り虹噸の効率を期待して居る。従て坑木の承が現
状の原単位で綾けられる道理もなく常然0.25前後には落

ちるものと見なければならない。 ロ

元来坑木の原単位が0.3を突破したのは昭和20年以降

の頚であって昭和12及17年には疫に”7といふ最低鑓を

示して居たので多くとも0.2を前後して居たに過ぎ厳いの

である｡従って本年蝿激に低下する事侭困難としても可
成落ち得る爵滞があると云ふ事が出来るのである。

令

次に25年度の出炭計護は4,000蔑噸を見込んで居た襟で

あるが附力供給が恩ふ程廻らぬ篤に3,800蔑噸径度に計盤

が鍵更されるのでほないかと老へられ患から銃木も1千漉

石を下廻る事葬考へられないでもない。

（二）合板用材

木年度計登は24年度謹初計謹の1割増の340,000千平
秘

方尺である。24年度には原木配鴬量936千石でその他プチ

材が若干配営さ狂た震過ぎないが本年度はラワン材の輸入

が相営期待され約獅蔑石の輸入に對して30蔑石穫度のも

のが合板に廻るものと老へられるから若干の生壷蛎加を見

ても丙地材ﾕ,000千石と見‘て差支ないと恩は虹ろ。

原箪位から考辱配ると石溌220苧方尺であるから原木所要

鐙は150萬石となるので若干の差額を生ずるが原箪位220

平方尺に相営の安定性力混込まれ且今後の合抜の需要と現

在の蓑金面から考慮するならば1,000千薄程度に落蒲<も

のと見るのが餐営の溌置ある。

（水）車輌用材及枕木 ．

私鐵關係は1．両リーパス20耗復蕾工事5線17粁､電化

工事5線67粁､潮覗13線職粍車輪斬踏蒸氣機關躯乳

電鏑機關車8,砿動客車415蝦客車昆貨車40蝿が溌想され

て居り，遁路關係は鯉車輪製作(荷車186千選,荷牛麗車

82=f蓬〉代燃車鰯f33,131",木炭2,480, ゴーライト

4,39諺自動車再製（普通車4,500,小型300輔）同修理手

ラック〔大型3,555,中型116,190）パス｡<大型易730,中

型25,150〕乘合〔中型16,950）の外日邇關係の施設改良

を目途としてゐるので大部分蓮縛用資材であり事業關係者

力種あて多く配溌比率も少いので相徴需要が喚起されるで

あらう。

國鐵は高崎線及東海道綴の濱松一米原間の噸iが豫算如

何に依つ-℃決定されてゐない。

車輔關係は新遜電車250,客車110､貨車943､改造修理

篭車400、客車1,150、貨車12,300鋪を見込んで居り以上

･ に蕊する蚕材として車繍1,315千墓、枕木3,432千洞、電

柱167千石を撰求してゐるが．この内最も活溌な需要を現

すの臆私鐵であり．道路輪邊朧正確な需要を極む事が困難

．であるが､國鍛は24年度に蕊算關係から讃材朧入には四

苦八苦した苦い經験があり、25年度の懲算如何に依って

左右されるが急激な増加力視られるとは老へられない。

資材關係を見るに､鋼材は以上の全要求激409千噸に對

し配當は230千噸が見込まれ、セメン1,も139千噸に對し

90千噸程度であり脳比率から見ると共に“％内外で車輔用

材も820.千石を見込めば差支へないのではな1,,か2･

唯小蓮邊臘係は木材の利用部面3球である職より之を上

廻る事も考へられる勺

枕木腫關しても、他物費と同様60％餘の2,1”干蒋を見

込んだ居るが陸運脇係の蓑金に依って左右されるもので

あり、最低線2,000千石の需要ほあるものと見なけなぱな

らないb

（へ〕蹴柱用材

電力計蜜は水力發電識鍵主篭とし火力發電謹職給電、

這信､塗篭及配砥設備の擴充工事罰好こ改良工事計謹からな

ってゐる。

水力發電設端においては日發37地馳708千Ir.W.H.時

他9地黙203千K.W.H.

火力發電殼伽では日發'4地熱405千K.W.H.溌遡日謹
38件､､鍵電設備46件の愉手が行ほれる。

其他日雲配砺愈砒にて前年度程度の擬充工事、改良工
、

事を考慮してゐる。

鍾塁計叢は3,400百菖K.W.豆で事業用水力29,018,火

力錫989で計34,007(，謹溌4000イ噸）損失率29％需要

端24,203（24年庚見込22,200百閾K.W.yr)であるがロ

スが増加する傾向にある。

、
P－

－
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大迫：昭和25年度の木材有勧需要量に關Lﾉて

資金面では市中銀行其の他から最大限日發35億､配砺

100億の調達を見込みその大半を占める4]O憶圓の工事計
′

識を見返費金に依存することLなってゐるが之が計謡通り

に行くか否か蟹最大の問題である。現在考へられる見返資

金ば150憶除であるから藻走逮の半以下と見なければなる
まい。

資材別需要並配営鎗効需要）量は第4表の通りに議定

される。

I露I在の所最大限のものではなからうか。

鴇患監 ’5嬬嘆 査定％
鋼 材･ 40,000噸 ]53,000噸50,000噸33

4:メシト 205,00噸1,082,611噸350,000噸33

－殻用材15,000千滴33,632千石20,000千石59

第5表最近竣工郷（建識読査による〕
◆

第4表費材別需郵崩配鴬（有効需要）量
一

率一’需要量｜有効需頚 I’
鋼材

セヌン1，

一般用材

電柱

銑鐵

’ ’00,426噸
’ 552,964

1,405,579
1,405,700

1 19,307

80％ ’
63

57 ．

40

52
－‐ -‐_f

90,000:噸

350,000 1
800,000

500,000

10,000 1

、

I

|"年2月’ 3月｜､4月 ’5月
会

之から見ると蹴主は極めて％が低いが前年度の使用．配

常）撤を見ると

第1.4fi糊 全 200千石
第2．4半期 250
第3．44割1 120
第4．4と剛 21

計 － 591千石 c
となって居り第34半期以降の激職辰りは雀しく､前記

の如き黄金が順調でないとすれば前年度以下の需要が先づ

無難であると云へるであらう。

通信關係は建設公債を含め8％程度の資金の増加を見込

加入髄話6蔦2千個､増設3萬3千個､公衆電話500,長距

離ケーブル503粁、補充電柱75,000本、局舍建設41,744

坪を計謎してゐるが之等の建設職誕年度の見込量に比し

下廻るものが多い。

資材方面の配営奉は

鍋 材‘需要1733011噸配常1,3000 98%
（有効｝

。とメント “037噸 27,000 “％

一般用材 760,000石 550,000 72％

砥柱 231,280石 150,000 65%

となって居り先づ木材關係も之以上の需要はないと老ヘヱ
／

良い。

二・一般用謝(建勢用材）

本年庭計謹は前年度に比し總坪数に於て可成りの増加を

見込でゐる。即ち

25年度 24年度・

計譜住宅 1,437,000坪 419,7礫坪

一般住宅 侭,600,000 4949,596
防火防災 330‘000 140,625
建鐸用建築 ，25,000 200,000

計 8,392,000 5,710,000

４
７
一

妬
姻
月

４
４
６

鞠
馳７

毯
趣
一

ｊ
ｊ
一
一

88,794

11,240,045

4鰯
月|'【月''0

29，

494，

一

､

095129j351

183510,226

戸数

坪数

事

論四、結

以上で主要な産業の木材の使用量を推定したのであるが

現在の如くに資金状況如何によく)、如何嫌にも左右される

ものであ患から、各産業の計鍛の通り莫大な量を使用する

ことは先づあそ･まいとしても、一度金融方面が好榔すれば

有効需要が増加する頚は常然である，

公共事業費も災害復薗幾と地方負据額を併せると前年よ

り珊加するし、特別酋計も増加する様である。而し一方國

家職算の讓出は前年度の7,虹3憶圓に比し6,604鐘と800

億の減少を示し,更に一般産業の設備資金の緬達見透しの

内容を見ると金融徴關への依存度が狸<なって居り、見返

賛金に對する期待も犬であるので、金融機關自臘の融識能

力の増大と見返資金の放胤'の迅速が期せられぬ限り有効需

要は若干減少する可能性すらある。

参考迄に主要物費の省部門より提出さ収た需要と有効需

要を比較して見ると第6表通りになる。
、

－（16〉一
〃

、

I

60，757 52.146

950,367 850,1認

|β 月 ’ 9月
今

44

745，

823

627

●

：5，059

617,193

月'25年1月' 2月

‘鯛
861 .27,587

759338,813
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大迫：昭飛125年度の木材有効需要鐙に關して

露6表

需要

3,855千唾
］,158

180

141

3，134
213

221

553

6,513
98,420千石
4，668

●

2，577

坑 木 11,689 10，10 93
篭 柱 ］,970 750 38
枕 木 4,159 2,204 53
益ルプ 9,758 8,500 87
合 板 1,200 1,000 83
木材計 134,441 82,826 63

木材統計として見ると

霊更に對比して63％の有効霧謹は過去の配営率に比し
（22.23年度48％24年度36％）相営の高率を示すのほ一
方が麓縮した配営であるとは云へ低い数字ではない。 《

以上誠にとりとめのない説明であるが最後に凡ゆる因子

の動きに依り相當の幅のある動きを見せると云ふ事を記し

て結語の代りとする。（25.4｡）

有効需要

2,600千噸
500

79

98

3，102

173
198

485

4p000

55,380千石

2，両0
1，822

比率

師％
43

44

70
99

82

90

88

61，

57

59

51

鋼 材
鋳物銑

鋳鐵管

亜錯鐵板

硫 酸

ソー渓次

苛性ソーヌ
カーバイト

セメント

ー般用材

避船材
車輌材

第7表 昭和25年度有効鼎

一般|拙船|車輌|坑木|雛木
一一一1－

1,000
，00 1

2，200 150 100 0 2，120
1,800 ･ f2Q , 10

600 100
．550

800 。

1，000 10う300 40
20

500 10
250 600

70 10
150

200 2，500

］,680 400
330 4
300
400

1，000

500 10
30

900

1，250

400

］，00 ・
80
80

2，200

3，400

200

3，000 10

2QW: |
400 ”

6，000

2，000
，

400
P

55,380 1 2,750 1 ユ,332 1 1"10 1 2,2“

鹿有効需

．｜、
1,332 1 1"10 1 2,2“750 1

要
苧 一

電粧|（'‘プ|合板｜ 計
。

’

’進．駐軍

賠・臓徹去
輸出用

陸 蓮

海 蓮

邇 信

電 力

石 炭 1
ガスコークス

鐵 鋼

鑛山製錬

石 油

金、 闘

飴 舶
I 機 城 ：

｜ 窯 業
化學肥-料
化學工業

繊 維 ：
紙パルプ・

ゴム皮革

專鐵事業
農 業 ：

林 業
水瀧一業 ：

獄糸業
畜産業

！食料品工業 ：I 生活･用品 ：
衞生用品
士 木 ：

建 築 2（
建材用品

其他産業
文化厚生 （

官 需 2
生産用原材料

i合 計’5う

80

０
０
０

５
０
２

１
５

山
Ｉ

8,500

●

’
一ゆ

8,500 1’
1,000

750 1 1,000 1 82,826 ！
、
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の竃あって之れを前提として計壷は許され誠､。今後我國

の漆使用蛍を鱸すると現状のまﾑ進むと詞孔ぱ､恐らく
佛印窪力錦一位で全量の70％乃至75％を占め‘中園室が

20乃至25％、國産漆の需要量はその瞼の極めて僅少なる

要求避に過ぎないと老へられる。

佛印窪は品質的には不良冠あって國窪漆に比し4割丙外

の劣性を認めるが、日本童ｷ掴産‘こ比較して非常に安債に

生産し得る經濟的の汲みがある。此の經濟問題を無頑して

日本漆の植栽が成功する道理はあり得ない。日本の貿易続

制は相営長期解除し得られないことは言ふ迄もない｡併し

今日鐙林ずる漆林が生産期に入る8.‘9年先の状況を老くる

．と、品質が如何に優良であると言ってもより以上償格力滴

いと、之等外産漆との競箏に蛎逐されることがないと保證

することは出来な↓､1･

日本の漆生産業の形態並}ﾐ方法は､寛政享和時代のそれ
を其の艤に襲踏して150年以前より少しも改善されず時代

に立ち遅れて居る。中國或は佛印謬也の状況も同穰原始的

生達形態で行はれて居るものではあるが、環境の相違より

する低生産費に抗すべ<もない。此の對抗には我國の方法

と形態に科學を探り入れ100年前進をし塗ね瞳ならな畦。

此の"暁改良の成果に溺瀞の今後の成否が懸口て居るざ

然ら‘ぱ如何なる蒋陵をなし改良を行ふや､其の基礎問題

として、漆闘そのものの問題､操鼈技法をも含めた人に關

する考察、並に立地の問題の三面を老へるo之等の因子は

箪柵に作用する咽のでなく、相關重復して經濟的作用とL

て現れるもりではあるが,考察､便宜の篇に別々に検討し

て、果して日本種漆撹植栽が日本に於て成り立つや否やも

其の根本方策を考察しよう。 ．

ー

淡國にて使用する漆の殆んどは戦前中園と佛印よ'識入
されてその量年産2千砿に達して居た。現在の債絡で計算
すると200憶圓以上の巨額となり、我國の産出罰説極めて
微鎚であった・戦後鯨入が困難となり需給は非常に不圓滑
となって居る。今後の鐵入は貿易情況に依愚か相當長期に
亘って充分であると老へる事嫉出来ない。殊に輸入の竿ぱ

以上を占めて居た偉印窪地の漆林は､多く伐採荒慶し-て復

興の兆さえもなく議入の見透臓除り明くない｡之等の對篝
として園産漆の増壷が唱へられ､一方没山村の經管多角化

と山林細勘轄眉の急務とされ、没山村の副業的特種林達
として漆樹酬職が近時盛んになりっ上あるのは､需給両
面よりする徴然の要求であり極めて好都合のことである。

日本の漆生産業ば明治中葉迄､相溌有利な副業であ厚って
′

盛に植栽され.･最盛期Iこは20漢貫以上の壷蛍があり明治

30年頃にも筒10敷蕊貫を生産して居た。其の後漸次外産
漆の睡迫を蒙り衰退の一途を辿り、今日にては7千貧乃至
9千箕の少堂に過ぎない悲境に焔って居る｡昭和7年より

漆植付憧行組合に多額の助成奨勵金を交付し増産奨勵が行
はれ昭和’2年には組合鯉も千以上を数へその新植樹数も
600蕗本に達した。併しながら之等多敷の漆樹は果して今

日成林して届るであらうふか．鐵憾ながら多くのものが不

成功に経ってその跡もない。漆の植栽は果して我國に遥す
るであらふかを疑蝉ぱならぬ･今植付けられつ上ある漆
樹に再び此の轍を踏蓑して低ならぬ。

二

日本漆が菱遜し＞且つ新らしい植付が成功しながった最 ＝

大の原因は經濟的の問題である｡利織沙く他の樹種を植
栽する方が利益が多い篤の鍵遜と、切角植付けたが其の方 第1の問題は、日本種漆樹は採集母樹として適性を看ず
法を誤り簡理愛の回收さ允見込がつかない篤に荒礎に委せ るや否やの疑問である。日本種「うるしのき」は朝鮮並に

た結梁鰯る･今日漆の需給は醗為の原因により正謄の朕 中風に分布する｢うるしのき｣と同種である｡地方或ぱ舗
態と言ふことば出來腫。その側繩要求も共に不自然のも 種によりて窪異掌認められるが､概して日本種は樹形も良

く樹皮も厚く成長量も多く↑外溺的所見は採集母樹として

（譲者）慶曜大學卒､漆撤入問屋株式會祗癖藤商暦に勤 好適のものと言ふことが出來る。
・ 務永年支那及塞麺に於て漆栽壌に従事、日本漆増 樹液の分泌力に母樹の固性により莚非幣な差が蕊り、收

産普及曾盈員 量は採集法と技術の熟否、天候期節等によりて非常に相違

一〔18）－－
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三識：轍亨樹栽の根本方策

がないことが判明する。

更に樹種は異るがr佛印安南5るし」と比較する。プー

トー農事試溌所の試鐵によると優良なる結果は3年生樹に

て約100匁を得たと報告して居る。採集回盤が不明である

が1ヶ年を蓮じての湧鐸であるから、恐らく80回以上で

あったことを注意せねばならぬ。且つ此の試験に於ても各

桜罵捌の綴平均收量が62匁であることを見のがしてはな

ら麺。

筆老が嘗て台麓にて安南漆樹に台湾式採集法を試験作業

せしめた結果憾左の如くであった。新らしい方法の第1次

及び第2次の企業試職であって、鋤隈間未熟不充分であ

り收量は少なかった。其後成績は向上して居たが其の賓料

を失ひ示ずことが出來ないが、安南種の平均分泌鐙の大約

する。その上研焼資料を失ひ正碓なろ‘敷字を示すことが困．

難であるが，日本種優良樹(普通林分に約20％乃至30％

生育する程度）よりする1ヶ年の收量は、胸高樹周6寸に

て32匁8寸一53匁、9寸一65匁、1尺-80匁、ユ尺4寸

一145匁丙外と算出される。普通一般の漆山の總平増分泌

量侭此の数より相営低下するのは言ふ迄もない｡近時岩手
縣青森縣等の産地では凡そ30年生胸高樹周1尺丙外のも

の凡そ500本を穆蕊し､年收25賞乃至28.貢を標準收量と

して居る。前記優良樹の場合の60％乃至70％であること

を注意せねばならぬ。

樹種は多少相違するが朝鮮種に就て昭和9..10年及び
U や

11年の3ヶ年､朝鮮平巽化道泰川郡東面にて行ひたる企業

試験の全樹紬平均を見ると次の如くである。

朝鮮唾漆樹1jケ年毎樹平均分泌量

！ 昭剰9年|昭祁0隼|燗祁1年|王－週
試臓樹澱 24,653本22,690本25,064本

催篭日数 153日 1鉛日 146日

邊．掻 12匁95 13匁99 12匁23 13匁06 ，

裏目掻 117 163 125 135 1
‘ 止掻 0．80 0．95 0．91 0．89 1

瀬鶏掻 2》32 2．67 ．2．13

合計 1浬‘ ‘,“ 』"， Ⅲ莞:｜
樹周調査をしなかった爲に正確なことは判明しないが,

胸高凡そ5寸5分両外のzド均と推定する･日本優良厨の分

泌量に比較すると理論的指数は66％の收愚率と言へる｡朝

鮮種は樹種としても氣候的にも好都合ではない。從って之

等の成演より見て日本の普通採集に於ける標準zF均分泌量

を知ること層出來るであうふ。

‐安南漆樹の平均分泌量.碕輝式探法）

年次|樹齢|識試験樹數|全收獄|鳥聯＆

封:::霧鰹。1，隼罐|‘｡ Ⅲ0,5,ゞ年生”|！，,”14年

安南うるし3年生の平均樹周は胸高凡そ6寸内外である

が．此の幼齢樹に比較し日本漆は操集母樹として樹齢弱に

も適當のもの｡きあるや否や一應疑念を持たざるを得ない。

然し”基ら乏等の探集回数にはﾖ醗な差があり、且つ氣候
の相違もあって母樹そのもの上適否を直に比較決定するこ

とは妥営でばない。今之等の誤差の計算し得るものを修整

してその分泌量を比較すると左の如き結果となる。

各種漆樹分泌力比較（本営平均）

ケ

L樹 種
0

順本種優良樹6寸
同， 8寸

同 1尺

日本種平均6寸

同 8寸

朝鮮種佳良5寸5

同 平均5寸5

中國種13.4年生

佛印安南種優良樹

卒均

唱…鶴s隼塗
｜ 同 3年4年生

■

＆

ワ 蕊ロ常磐
0匁127

0．189

0.220

0.091

0.132

0.071

0．063

0.388

(j.625

0.385

0．405

0．390

1

1
は、前述の優良樹の70％丙外と見ることが最も受営であ

って、樹周6寸にて23匁8寸一37匁、9寸46匁、1尺

-56匁と推定される。

中園種に就ては正確なる戯宇を知ることが出來ない。彼

地にて嘗て開いた所によると、芒種節（6月6日頃).より

白露節〔9月8日頃）に到る凡そ3ヶ月間、不規則ではあ

るが凡そ6日山建にて擬集し、14年生の母樹より凡そ34

匁見穫の收量を得ると言ふ･採集回数を知り得ないが14.5

回に過ぎない獄子である、日本の如ぐ26.7回乃至30回を

稼業するとせば恐らく45匁乃至60匁を收液し得るである

ふ｡嘗て湖j磧沙市に於て24年生樹周凡そ1尺5.寸以上の

老衰樹に第5回目の採集を稼業せしめ､10回内外の採集に

で毎樹平均收量は24匁除りであったと記憶j-るo此の林分

I
1回平均戯

1匁14

1．89

〃2．86

0．82

1．32

0．64

0．57

2．33

1．25

0．77

0．81

0．78

年總斌

32匁00
■

53．00

80．00

23．00

37．00

19．26

17．68

35．00

100．00

62．00

40．67

43.46

’

に於ける採集も第1女年乃至第3女年は2倍以上の好成績 母樹の分泌力は毎掻口の分泌量に表はれる｡日本種の分

であったと遥林者は唱へて居た。之等僅かな且､づ不I圃潅な 泌力は安南種の三分の一以下であって此の面のみを見ては

数字を見て到鐵を下､すことは非常な危瞼があるが鼠日本種？ 到底適富なる種類と言ふことは出来ない。併しながら此の

朝鮮種並に中園鍾共に其の樹液の分泌力は除りに多くの差 相逢は採集技法や掻傷の長さによりて報蓮し､･噸國種が樹
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によると屡々原願のIはぜのき』を生ずることさえある、

雌の篇に昔より色麹の樋類が腫分され､多くの分類が行は

れたが今日迄漣に之の分類は確定さ!fLず､樹種の改良が成

功しなかった。何れの漆山にも少数である力魑良樹が生育

し､蓼數,の不良種と共に成林しで居る。筆者が台灘にて採

集稼業せしめた安南胤執林20除駕本にても同様であって、

初め豫定した10瓦Z1鐺分泌量を示したものは僅かに15%

に恋ぎず｡却って20％に近いもの力職定量の10分の1な

為'瓦内外の收厳であった,採集雛鐸上に鉄階もあって恐
らく資際には5％乃至15％を増さねばならないと老へる誤

差があるが、之等20除萬本の平均1圃念泌量は僅かに-瓦

餘’に過ぎなかった。漆植栽企業上品種の改良固定が最大

急務であることを、封を以って痛感し十幾年苦勢した。

之等林分の丙にて改良對照として選出した12本の優良母

樹は何流も50瓦以上の分泌をなふ、其の最も旺盛なる蛾

優良樹は70瓦以上のzI畠均分泌量を3ケ年綴捜し愉樹勢が

衰えなかった。之等調査の試料を失い僅かに記憶に残る数

字のみであって正碓を期し難いが、最高分泌量ほ1樹1回

3ケ所掻口にて100瓦を越したことも数回あった‐試験像

良嵐の丙にもゴム賛或ほ水分を多量に含有する不良なる樹

液を分泌するものもあったが，最優良樹は分泌液も極めて

優秀なものであった》

之等の優良樹の分泌力は立地瓊境の後天的條件Iこ依るも
~

のか、或は何等6,の異鍵により先天的塗質が生じたものか

更に此の固性を如何にして安定繁殖せしめるかは筒研究中

途で引揚げ闘國した篤に、断言する域に達しないが､少く

とも此の内4本はその母樹に近似する樹形と蕊形並に樹脂

孔を有し､分泌力も強大と推定されるものを接木によりて
多数養成しつユあった。筒他の1本は分泌液に多溌のゴム

質と水分を含有する品質的には不良品種ではあるが此の

周は犬であるが安南種に近い分泌量を示して居ることに注

意せねばならぬ。中園式探集法は安南式に近似した技法と

氣候的因子を具へて届る。且つ日本種にても初夏と盛夏の

期節の棚瀧によって、分泌童は凡そ誠倍内外増加するもの

厳るを老へると、敢て不適潅あると&|職することは出来な

い･･1ｵ鎧り毎回の總收量即ち1Hの網分泌鐙も重要なる

因子である｡殊に採集企業上にて原償計算に直接關係を有

するものは却って毎回牧量である。此の意味に於て日本種

は却って狸い適性があると言はねばならない。

更に考慮を要するは分泌液の品質である。以上示した数

字は何れも分泌ﾅｰろ樹液の絶對量であって、品質的には何

等の考圃も郷って居ない。商品として功償値は品質によっ

て非徹な差を生ずる。此の償値は種々の因子によりて決定

されるが、今最も重要なるウルシオール或I湯コール含有
鑓により比較し、之の主成分收量の比率な算出すると左の

如き結果となる。

主成伽攻量比較（1本當りzF均）

毎掻口收量
一

0匁087

0．130

0．154

0．062

0.091

0．0．8

0．043

0．952

0．250

0．154

0．202

0．195

｜ 鮒 種
日本種優良樹6寸

同 8寸

同 1尺

日本種ZIE均6寸

同 8寸

| 刺鮮睡佳良年次
同 平 ・均

中 國 種

佛印安南種優良樹

|:麹蜜患,爽驚
同 第2次年

|毎回收蟄
0匁78

1．30

2．00

0．56

0．91

0．43

0．39

1．51

0.50

0．30

0．40

0．39

’

戸

此の主成分收量より見ると日本種漆樹は母樹としてｵ誼 母樹より探辰した種子を播種して苗鐡を養成すると．約3

と言ふよりも、却って好都合なる品種であると結論せねば 分の1除りの割合にて同・樹種を急速に繁殖せし鍾尋るこ

ならない｡ とが可能なるが如く、約5千本の試験林を殆んど育成した

斯の如く”種は好適の母樹でありながら遥林植栽法 が引揚の篇に採集結果を知ることは出來なかった,佛印原

操集法或は生産業態等が、150年1日の如く麓態の霞典に 産地にて優良種と秘し盛に篭林された品種は、其の樹形葉
残され･l世の進展發達に乘り遅れ､漸次衰退溌減の悲境に階 形樹皮等の外観所見4を此の試職母樹と伺うし”分泌液の品

って居る。今後の植栽には科學を操･り入れ、第1に樹種の 質も亦同磯であって恐らく此の如き品種の母樹ど推察す

霞善をなし採集効率を高め．第2に植栽法採集調tに經誉 る。樹液の品質と樹勢を早く衰退する傾向があって、好都
法の改善合理化を行ひ、時代に即鱸した形態に郵ぴかねば、 合なる母醐とは言へないが2ケ年多量の分泌をなすもので
ならない。 ‐ 確かにL歩を進めて居た。我鬮の罐が考へねばならぬ

重要なる事変である。
四

此の如き分泌力の棚建は叉日本種漆樹の場合にても同様や

漆樹の分泌力は固性により相違しその差は非常に多い。 に存在するol0年生内外の母鋤こて盛夏1回の分泌瞳10匁

分泌織馳遥傳的固定を全部否定することは出來ないが紺 に達するものは存在する。極めて好運に惠董れれぱ15匁

一般的の品種的固定度は極めて薄く、安南種の如きほ種子 分泌の極めて優秀な母慰を見出し得るかも知れぬ｡併しな

－（20)一
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具擬澄等に積劣る所はあるが、採集技術上には殆んど差を

認めることは出來なかった。17，8才の妙齢の娘より50才

を越ず老齢者迄多数の女子優秀探東夫を護成従業せしめ好

結果を收めつ上あった。要するに習慣“葡題であつ-と､女

子を就業せしめることは容易ではな4‘,が、適策を講ぜぱ極

めて簡単に達成し得られ、人件識を一層低下する重要な對

策となるであらう。

人の問題に關連して採集法の改善を敢行せねばならぬ。

筆者は街研究不充分であって具臘策を提示する確信を持た

ぬが､本犠bと毎掻口営りの分泌錘を對照する時犬なる疑

念が生ずるであらう。日本及朝鮮の採集法は何れも日本式

技法に依ったもので、1本徴りの分泌鐘は火であるが、毎

掻口當りの鐙は極めて少鐙である。中國と佛印とは多少趣

を異にするが､技法の系統は同一であって、佛印は2ケ所，

中鬮は5ケ所の扱口に過曹ず､期節的にも氣淵の高い時期

のみ作業する。台濁の方法は折衷式で2ケ所の掻口であっ

た。其後掻口を3ケ所に改め好結果を得た。之等の技法に

は色燕の特色も縦軸もあつT研究を要するが、日本式擬集

注は現形態の然らしめるもので、漆樹に對する効率を極度

に高め、勢力に封する收堂率を犠牲にした技法であって、

今日の状態に好都合のものではない。一府の研究改善を要

することが知り得る。少くとも今後の方策として植栽に肥

培管理を行ひ、8年9年或は更に10年生の成長最盛期の

初期の2ヶ年乃至3ヶ年，最も好都合の時期にのみ作雲し

且つ新らしい用具と技法にて誰にても出來る新方式の養生

掻裟を稼業し、溌樹に對し叉努力に獄し探集効率を高め、

經濟的に有利な生産をせねばならない。之等の改善は今日

直に行ひ得る方策であって、高賃金の我國にても人的に決

して不適の産業であると決定する必要はなくなるだあら

ふa

がc､此の如き漠然の傑倖を前提として立論す急ことは出來

ない。最少限の希望として毎回2F均分泌量5匁の母樹を得

ることは，現在の侭にて現迩の可能性があって餘り困難な

研究目標とは考へない。此の優良種の發見とその固性の固

定並に繁殖法の研究は、日本漆植栽對策として喫緊の最重

要課題である。 、

毎回平均5匁分泌種力観礎に産出されたとすれば、中國

産は言ふ迄もなく．筒其他種盈の條件はあるが佛印産さえ

も、敢て恐れる必要なき經濟的の優位を保持し得るであら

ふo若し幸にして10匁分泌鮒の固定に成功すれば､漆植栽

は林山村の副業以上の企業となり得ると確信する。

五

漆樹の植栽探集は人力に依存する作業のみであって原侭

に占める人件識の測合は極めて多い。企調蔭態により．て比

重ほ異るが､普通標準として鋤ﾎ識にて55％;採集識にて

お％以上が人件数である。細經捜の3分の1が造林鐘で採

集に3分の2を要するから､総支出にて人件識は68%除り
の多額を占める。中國中部奥地の山村或は佛印トンキゾの

山脚丘陵地籍等,現産地の農山村の生活水準は､我國のそ

れに比し低位にあって賃金も亦低廉である。之等産地との

競季に我國の賃金は除りに高く經濟的に過重の負据であ

り、日本は人的に漆植栽の好適立地ではあり得ないことが
考へられる。

併しながら此の高賃金の對策は高能率によりて解決し得

られる。恰も郷旨採集に於て、低賃金の淘本壷が高賃金の

米國ロジンに抗し得ない“『1き状態があり得る。現在の日

本漆探集法を見て明かに此の鮎を指摘することが出来る。

樹液の分泌は植物生理上、或は筒蜜隙の作業結果上にて
も、午前10時迄に行うことが理想であって､期節的には6

月中旬より9月下旬渥くとも10且初旬に中止すべきもの

である。漆液の分泌が最も旺職なるは日出前後であって、

其後凡そ1時間位ひ宛にて3％乃至5％を減少する｡.午後
の採集は午前に比して、晴天の日40％内外.曇天にても25

％を減收す為。午後の採集は樹木にも亦努力に對しても決

して好都合なる方法ではない。絡日且つ長期採集作業を行
ふ採集専業者に依存する現經蟹法を改め、農山村地元の遊

休或は餘剰努力の午前中の副業とする形態に改善し、勢力

に對する、増收を計れば探集人件贄の40％以上を鱈減し、

且つ賃金の低廉28%を見込むと、原侭昔蝉上36%以上の

低債を計り得る計算となる。

我國の漆採集人ほ現在男子のみである。併しながら此の

作業は決して軍勢鋤ではない。佛印にては殆んど婦女子や
子供の手によりて行はれて居る。錐者は台湾にて女子採集

夫をも採用した。男子探集夫に比し山間の朴這走行或は用

二

《
《

最後に検討を要する黙は土地に關する問題である。我國

は國土狭少にて適徽なる立地を得ることが困難であり､.且

つ他に多くの有利な競合作物があって經濟的に適営作物と

老へられぬ。殊に樹液採集を目的とする樹蕊作物は風力と

の關蓮が極めて露要なる因子をなずものであって愼重な考

慮を要する。漆樹は普通風速4米突より分泌量の減少を示

し始め、7米突乃至8米突にて畠峨する。10米突以上の狸

風には作業は不可能となり、分泌不良の影響は数日後迄も

現れる。15米突以上の烈風は其後約1ヶ月間の分泌に悪影

響を及ぼし、1ヶ月間の收蛍は大禮50％の鞍收を見る。我

國の如き分泌最盛期の8月9月に麓風の來襲を受ける危隙

のある蝿圏内は絶對に廻濫すべき立地ではないかとさえ
考へる。此の問題は漆樹植栽企業として、經濟的に死活朧

一一〈21）－
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って、現在植付面嶺と大差なきもので足りるで過らう。敢
て狹少なる國土と言占毒慮を挑ふ必要はなくなる。

現時我國の山林は荒溌し治水上にも急速な造林が要求さ
れて居る｡漆樹は治水林として遁當なる樹種で侭ない。鶴
し筒治山の効果があることは筆者が台灘にて現礎に之れを
經験した，今後の造林は林間綴肥の栽培を考へねばならぬ

~から－暦有効と老へる。

七

日本種漆樹植桟に關する根本方策の検討は以上の三黙に

鐙きるものでぱない。植付方法、管理方法､經誉法等にも
多くの改善を要求せねばならぬ｡献團法人日本漆増産普及
曾も護足し或は多くの方面で舟暁も進あられて居るから、
漸次改良具魁策力判明するであらふが、それのみによりて

成果を得，全てを解決し得るもの･種はない。土と軍組み自
然と闘ひ長年月根氣よく氣長に、その成果を待つ現地林業

家や織者が､之等の漆植栽の眞の進むべき方策を自覺す

ることによりてのゑ､眞の成果が期待され達戊せしめ得ら
れる。

之等の廠暁を行ひつ典、一方にて今より漆樹の稚餓造林
を盛に行ひ、増植を計ることが國策的の對策でもあり、且
つ農期村自活の馬に着手すべき確資なる事業の一つである

と結論する。今後改善され農方法を漸次探り入れることに

よりて必ず好都合な結果を得ることは疑ふ縫地嫁ない。漆

植栽は林業中曹最も短期間に廻縛し､收入期間も割合長<
地元除剰努力によりて生産せられ、採集漆液の輸逢侭如何

なる山間にても問題とする必要なく、適時換金し得る便利

なる副産物となり、その溌材の利用は廣く一石二鳥の好事

業と言へる。我國の行詰りつLある農山村の多角經誉化に
寄與することは裳に多いものがあると確信する。

､ハハグqザp宇骨偽卸町､”bハリ9ｩ唖上ゆは■抄今ハハ“P偽■d””b“P勺P餌蜀●､ハハ0W,侭、●唖やp伊ふりもの､ハリ､fL?■p▲口一

ものだ孝思料せられます。一例を蕊げれぱ、署長の机の側
には録香器があって、緊急重要事項はこれに吹込めば、直

懸忘蝋購鰄篭縦墓黙認
要がない。この縦は削り取って何回も使用が出来るのです
これはIﾖ本でも放詮局でやってゐるのだから別に珍しくは
ないでせうが､役所に採用して賞用化してゐる職に感心し
た課です｡筒又公用自勤車丙に催､無電装置があるので、
50マイル圏丙ならば森林内看も管林署、辮営瞳との電話連
絡が出來るのですから､火災とか､突發事件とか、道を迷う
た時など溌に便利です。この施設は絡戦鍵逐次擴売きれ．
たらしぃ模溌でま。次に火災穫防施設に画い垣は従前から
發達してゐると聞いてゐましたがく蜜に完備したもの､邉､ゞ、
瞥林署はあたか＄日本の消防警察署の観があり藍子｡丁庭
今頃が危嶮期なので、各携営腫丙に設置された110沢の‐
Look-outtower l凰見張人が監覗してゐて、早期發見に努
めてゐました。鑑林事業についても過去'0年來急速に涯捗・
した模溌で、例のQC.C.CivilianConSewationCOrI周運動
で緊圃挫林を展開して、相営成功したものと思はれます。
何しろ大面積の火災跡地､伐跡地を對象どしてゐるので、
地怖を優秀な機械でやってのけることに主力を注喉で研究
されたものです｡植付はやはり人力に依るのが良いらしい
が、昨年から植栽磯を利用してゐるとのことですも

御承知の通り努銀の高い園ですから、如何にして勢働者
を少<使用し能率をあげるかと云ふ事に重識を置いてい
るやうに老へられぎす･日本でも北海道とか‘富士の纒野
の鐙林等には適用されると思います。

〔5月21日DeltaHotd麹canabaニテ）

件であって最も危漠する重大問題である。
併しながら中國佛印朝鮮等も、此の黙は同一條件丙に位

いして居る上に－漆の研究に風力との關連あるを未だ一度
も問題とされたるを開かない。現蛮の問題としても、明治
中期迄年盈十數萬賀の産出があった事奮は、日本種漆樹は
筆者が經験した髪南極程、風力による被害を受けない樹力
を有まるものであるかも知れぬ。殊に風価は地形地籍等に
よりて其の影響を異にするから、鼓では暫く問題外とする
が、併し萬全の策として、今後植栽される立地は風衝の狸
大ならぬ地帯を選定する方策を探らねばならない。今日残
って居る日本の漆生産地帯の分布を見る時、之等の問題に
多くの暗示を典へられるであらう。

漆樹は極めて聲澤な樹種であって渚せた土地には適しな
い。或る程度の肥力を有す-ることが絶對に必要であって､・

今後の楯我には必ず肥培管理を行はねばなら蔽い。此の要

蕊黙繍麓蕊麗灘瀬燕嘉雛
て、果して我國にて必要面積を確保し得るやﾖ蹄な疑問が
ある。今白の漆植付面積を知る由もないが，假に年産1萬
貢とu0年の廻轄穆業とすると、現存樹數は凡そ200蔑本
乃至250萬本と推定されoその面讃は1,500町歩乃至2,000
町渉と考へられる。昭和12年迄の國産漆増産奨勵の結果、
新値さ五た面積職凡そ島000餘町歩に達して居た｡今後何程
の面積を要するやは需要量によりて左右され溌測し難いが
假に年20蔑貫の國産漆を所要すると推定し､政良せる採集
法にて8年9年及び10年生の3ケ年｡6月中旬より10月
初旬に到る約120日間､毎樹20回の採集を行ひ平均100匁
を收液し得るとすれぽ､細所要面種は凡そ5,500町歩乃至
6,00伽捗である｡更に1回10虹を分泌する優良菰を得て
之れを造林せしめ得るとすれば、その所要面穣は半分であ

魚､ハfや~色白や■ゅ4･もり､pw9､凸づめ由鋲句抄､牟､八fw,けA?しゆ■ぬのqｸ､ハヘP･ロ臥今ハハfbp｡■●角公ハグhP､『､ザも●､●ロロ

アメリカ便り（第2㈲長井英照
シヤトル上陸以來17日目ですo今侭I渡米者の大部分が、

ワシントンえ飛行機叉は大陸横勧鐵道で直行したのに，我
苓は五湖の手前（手前といってもシカゴ市迄1日か上る）
センドポールヘ途中下車して、林業試鹸場と大學へ立寄り
施設や研究ﾘ伏況を瓶察した。それからは第9徴林局管内の
主要誉林署、婚溌腫現地と殆ど田舎廻りをしてゐる。米國

にW改國有林が約5,000萬町歩あって､10繊林局に分制され
てゐる。第9誉林局は、カナダ國境の皿keSupewiOr,

空

Miplugan, Hmgonの沿岸にあって、塞辨林が多く、美事な
岳

榊目をしてるる。他の一部がMi"i"ippiBiverの中洗地

譜を占必て温帯林に鹿するが、今回の覗察では、本局櫛丙

は主として北部の塞幣林である；
幸に吾埼の旋行日程は、GHeQ,Mr・Wiseの計遜に従

い、山林局から各煮溌係筋に公文書が田ているので、大鍵
好都合に頑察地、宿舎等準備されてゐます。今まで3醤林

署を訪れまし燭;、施業課長が何時も騨叉は伸留所に出迎
へてくれて、現地の案悶その他、何かと親切に面倒をみて

くれ童す。管林署長は、大學を卒業後20年位經験をもった
者が多く、署長補佐’名が醗髄されてゐる外、スタフとし

て施業、土木遥蔑生、事務等数名課長級力乳､て、それの

部下は2名位ですから、鶏員は8名-15名の少人数です。
これで30-50箆町歩の大面積の監督が、よくやれるものだ

と感心させられるのですが､事務自鐸が高いのとぐ職階制が
確立して、責任分野が明瞭なこと、高度の磯城化等による
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着せ込んで俗人共をヘイケイし工いる。まアー種の見榮と
しか恩はれない。

私は新京にいた頃ひと晩竹内亮さんのお宅で蝋焼を御馳
走になりなが.ら、此の文髄について大いに口角泡をとばし
た事がある。何しろ片やレツキとした農學博士であり。片
や一介の名もなき貧密生である。話がzP待線になるのは無
理もないことだが、竹内さんの持論によると服装でも大臣
は大臣の金ピカがあり、車夫馬丁には又それ相懸の仕事論
があって、初めて溌和がとれているのだ。大臣倫威殿を保
つために矢張り金ピカの大憩服I珈要だというのである。
科躍迩取り扱.5文瞳が皆ペランメー句調では第一機威とい
うものがなくなると､､うのである。

私ほそれで結構だと云った｡威厳や溌威をデツチ上げよ
うとする作意が、もう既に末Im的なものであり、それを固
守する所に、それ自身の墓穴があると童くし立てた。勿論
何等の妥協黙を見出せなかったことはいうまでも蔵い。

然し私は今でもさうした氣持でいる。殊に最近の嫌に森
林が瀕死の重態で、もう20年の霧命しかないといばれる
今日、あらゆる斌禽の人から充分看護してもらへればミも
つとその死期を早めないでもない。結局森林をよくするも
しないも、献會一般に關心を持たせるかしないかにか上わ
っている。ラヂオや映謹による宣隊もあらうが一般に訴え
るものは、矢張り何と云っても文字を通ずる場合が一番多

、

いのである。

その女髄が何と、いつまでたって･も非民主的な固い殻を
かぶって(､るのである。これでは民衆が踊らな､､のは髄り
前である。笛の吹き方がまづいのである。

ラブカヂヲ・ハーンは人間献曾のあらゆる自然現象詮表

現-3-るのであるから小説は立斌な科學であると云った。そ
の影警を受けたかどうか解らないが夏目漱石も文學は科學
だといった。

この様に女鑑昔侭文學を科學にしたがっている｡ところ
が科學者は科躍を女謬にしたがらないようである。私は不
思議でならない。

文は散文と詩に二大別が出来る一なんて私は女摩諭遼
、

やる氣持ではない｡ところで文であ学す以上､取り扱は
れるものが識＃であ･らう、砥氣工學であらうと、それは散
交であらねばならない。然し散文が女學的侭値を持つため
には美的要素を多分に持っていなければならない。美を鱗
いたものは所詮は文字の羅列であり、旗f駁であり、航海
日誌承たいなものである竪蕊溺的であり、甘味がないこと
はいうまでもない。職む人は少くともそれに興趣を感Eな
いことば明だ。

智的快感を與える散文がはじめて文學であり、それも詮
じつめると美的要素の質と髄とが決定的な役劉を果してい

森林と随筆

成澤多美,也

もともと木なんていうものは固苦しいものである。昔か

ら、木に竹をついだ溌だとか･､木石なら戚身だとか､木で
鼻をくすく．つた濠な仕打だとか、ひどいのになると亦念仁
野郎だとかと、と角いム方には使はれないのが木である。
・さうした無情の木をもつと吾煮の感情の中に織りこみ､一

もつと親しまれるようにしなければお'そら<木陣永久に人
間感情の野外にあり、林學なんて除程の木念仁：野郎でない
とやらない事になるだらう。面白くな北､から、いきほい林
學や林業は多くの人からすてられてし意うかも知れない。
従って優秀な人も寄って來ないのは火を見るより明だ。永
年森林のおかげで二一家を支えて來た吾麦としてはこれ'零重
大な問題である。

私がこんな事を書く理由は外でもない。林業關係のどの
車行本，どの雑誌を開いてみきても一軍にこれは林學關係
に限ったことでなく科學書全般がそうした傾向をもってい
るのであるが--先う錘潤む議丞あるo無味乾燥である。

甚しいものになると五行も謹むと眠くなる。餘程立派な事
が書いてあり、､それを讃めぱ一かどの林學者になれさうに

P思って我慢して讃んでも十頁も讃むと前に何が書いてあっ
たか、いっこうに印象lこ残らない。勿論、これは私の頭脳
が明敏でない立派な證擦であるが、いやそれにしても、も
う少じどう1にかならないものだらうかと毎度の麓に思うこ
とである。

昔澤庵和尚が生硬な難交を書いて御自分は一つぱし學者
振っている木下長鰯を潮って、表現の方法は「話臘たるべ
し｣と皮肉っている。人に解らない溌な文を書いて葱ても、
穎手に通Eなければ､結局お纏め謙な＄ので衆民濟度には
ならないの壷ある｡ついでながらお謹偉誠にあ”た､､事
づくあの事が書し､てあるのださうであるが、生臭坊主共が

此の篭經をあげているのを聞いていると、全く淫洞邪激の‘
呪文のようでウンザリせざるを得ない。然し御本鍾の御鶴
迦巖は決してあんなむづかしい事を、然も早口でいLまく
ったのではなく賞にzF易に誘いたものださうである。従っ
てそれが下為にも鱒はり、霊にはその懐禽獣に及んだと
いうから、或る程度とりけだものにもお騨迦厳の言葉が解
ったものであらう。

眞理は何もがた苦しい文句這云はなくとも立派に光る。
それを學者達は深更にコケオドシの鎧冑を伊勢えびの藤に

ｰ
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るのである。

私はこ上に森林を表現するのにもっともふさはしいもの

'は随筆であるといムたい。随筆は英國ではエッセイ:とし､は

れていることは人も知る通りである。然しともすると此の

エツ･セイなる言蝉論文と鐸出されている事がある．さう

云う場合もあらうが普通に用.､られているエッセイの意義
はそんな硬筈しいものではない。

随筆とはたとえていえば、生活のタレである。自己のな

かに醗蕊されたものである。肩然と自己とが完至に交流し
て出來たものが鱗である､従ってよくこなl'ているから
讃んで旨味があり，云はんとすると,ころは蔽者によく理解
されるべきものだ。

、

私は科學論文でも(デモは可笑しいから『は』とするo1X
學的に書かれねばならないと思っている。若しむづかしか
ったらアンリー･ブアーブルの嫌にありのま.L書けばよい。

若し又文學的素質がないと思ったら台本詮文士に渡して
書き直してもらうことだ内田潜之Ⅲ､氏は「鳥の話」を小
堀吝奴に書き直してもらった綴に篭えているがあの好があ
っさりしてL､てい上っ

兎に角、雲の儀な木以上に冷ぃ無表箭なものでも中谷宇
吉鄭氏は之を随筆で習いたために吾舞の心の隅にまで吹き
込んで来たではなL'か阿部能成は自分は最も優れた随筆
家になりたいといっているが．私も草深い田含で「瀕死の
重態にある森林のために」特にその感を深くしている。

(1950, 5, ,J4)

世界の科學はたしかに進んでいるし．叉我圃の學者でも

優秀な人盈が澤山いて學問の向上に努力していられること
も事資である。 〃

然し職業教育の第一線となっている諦柵賞業高校におい

て日進月歩の進展がなされているだらうか。活用してくれ

る人のない學問はねむってしまう。十年一日の如く教師も

生徒も無意識に徒食していないだらうか。

私自身も非の中の蛙然として安逸になりがちである。切

瑳環磨する同志を求め、生みとした學問のふんいきにした
りたい。

二､鐘材、遼所

林業では適地遁本といって迩林上大切な顎額として考え
られ､賞行されてきている。 ．

人間も同溌で適材適所にいてこそ、その人の侭の力が更
に倍加され、同じ努力をするにしでも愉快な將來性のある
浦ち足りた氣持となるだらう。築外世の中には不適材不

適所で一生を暮してしまう人は銃､かも知れない｡図家的
に損失ではなかろうか。適材を結集して適所におく國家的
なんとかの方策がとられないものだらうか勘
三・基本給と能率給

今の生活は安サラリーで苦んでいるの肱誰しも同じこと

だから給料の不浦は言えない。しかしもつとよい支給の方
法がなかろうか。勤綴年限の長い人はたとえ無能であって
も、重要な職にいなくても捨営事務が少なくてもかなり高

給を戴いている。又我盈にしても病氣のときも元氣で活躍
しているときでも月收は同じであって働くことがたまには

損なような氣をもつ時さえ出てく為。

‐基本給としてその人の學歴．年齢綴験等から定額を支

給し､能率給として、そや人の能万及事務の繁閑に態じて
所鴎長がA.B.0位の階級に分けて支給したらどうだろう

三

画

偶 感 芝田隆雄 給し、能率給として、そや人の能力及事務の繁閑に態じて

所鴎長がA.B.0位の階級に分けて支給したらどうだろう
林業教育者の末席を汚している私が東北の片田舎の隅で，

官廉等では族溌という都合のよいものがあって健康な人騒いてみても何の反響もないかも知h.'ないが‘少し所見を と不健康な人とでは年收が蛾上著しく違ってくることに
述べさせて欺きたい。 なる。然し教員にはそのような便法がないので多くの人為
一、ねむっている學間 は萎騨退嬰となる傾向力認められる。

・ 四、高圏上林業毎月の生活に追われている我だが學問的に更に向上しよ
従来の犠械と勢剛力にたよりきっている洩在の林業は他

蓋鶏鋤職僻撫震繊鱒＆繍溌遠蹴驚購騨籟鉢灘
然し教員だけは生活が苦しいからといって躍間を放棄す， くることは中燕難事であって或いは理想論となり叉は抽象

ることは到底出來ない立場にある。即､ら次代の國民を優良 論となりがちである。林業の狭い覗野からのぞいた眼と没
業の綜合面から叉他の産業と結びつけた角度から眺めた場な人物に育てあげる現在の教育の使命は昔時の教育より更

に重大"扇と獺知"の如慧不敏の藩でもこの誕織‘潮慧蟹彗聴取上げてみよう。
っていられない。 イ、淡煙の利用工業化

引揚によって参考岡書の殆んど大部を失った私であるが 戸、壌材のパルプ化

ハ、森林施肥にまる青林
筈しいながら“鯉蝉段して圃嘗を求め、そのた塗に嗜好 ＝、林道網の完備と山火溌防
品を節してまで、學間一途に努力してきた。 示、森轤i産物の塘産 〔一九五○、 五,二七＞

－（24）－
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たるものと見らるべき書である｡細和18年初版を翌19年
再版を更に同22年に3版を出版したるものにして以て如

何に本書が世界的名著であるかを鏡ふことを得るので

ある。内容を見るに本文559頁の他に樹木の生態を示

す富眞36葉を挿み樹穂の分布圖8．材の解剖顯微鏡富隠
76を有す。本文は各科別をアルフアペツ1､順に從ひ排列、

更に各科中の蹄に就て分布形態材質用途供給等を記し其

の内に樹種に就て同じ項目を詳記して特に材の色澤香氣、
重量、年輪､導管、髄線柔細胞.木繊維波状紋、鋤旨溝
等解剖上の諸性質に就て記載してある。是等の資料はエー
ル大事所蔵に係る40,500黙に除る材鑑中新大陸壷の22,000

黙(米國及Cnna"2,400.西印度2,690. ヌキシコ1,000.
中國3,000ざ南米13,000)を用ひてなされたるものにして

何れも同一限隈より探収せるI鰈を供へ分類學者の協力を
得て樹種の橡定を漣たる正確なる材鑑である。本文の後に
一般解剖學上の解誘を試み用途別、材質別に科を表示しチ
ークの代用材等も表示してある｡最後に研究資料の給源協

力者名を擬げ,別に各國別に参考文献が豊富に鍋示されて
ある。由來霞大陸の熱幣木材の良書は幾多出版され．叉其
の.解剖學上の"暁に對しては本邦にても金平博士の論文等
必ずしも良雷に乏Lからざるも、然も新世界窪の熱籍木材
に關しては'r]'opi"]Wod誌上に散見する他．綴りたる

ものとしては本書を以て'職矢と信ずる。単に材の解剖裏的
研究より離れても．現に我が鑑船界にてば、亜狐10ga剛班

Lignuyitaeを使用しBal",QuebraCho=キスL()gwood等

の外近年は南米チーク(tbrQl"は鐵這客車別材に使用さ
れAraucaria其他は南米臓紫材の如きも建築装飾材として

使用されて居る事疫に鑑み、是等に對する知識の獲得は特

に必要な事で此意味に於て，本書は我力蛎學者に對する良

参考たることを砿信を以て申述べる次第である。

国職簿I
米國農業年鑑樹木(Trees,rearBookof

AgriCulture)24×6.5cm,1949

1949年米國農務省より發刊、年鑑委員會の手に依り編蕊

されたものである。本文916頁敷葉の彩色鐙の外．多欺の

脇を載せてある。筆者は鴬部F.A.Iu"on氏より本書を借

蕊精閲識する機會を悪れたるを以て以下其の丙容の梗概に

就て紹介する｡.全巻を19章に分ち、更に各章を多くの節

に分け、先づ剥木とは何ぞやといふ定義より設き起し、米

國に於ける老樹名木に對して説明じ、遊園、悲庭銃不用樹

種の樋類と其等の植栽方法に及び、澗劉の章に入りては種

子の貯撤直擶、松の育種、育苗と試験場に於ける病虫害が

樹木の生長を阻審する反面、間伐が之を促進する試職成績

とを圃盤を間示して説き農家私有林の現状と利用状況脊述，

ベクリスマス1､yの由來及生産の現状を詳読し公有林の章

にては松脂の撮集のHR況を文國有林の章にては現状管理方

法等並に計幾等を述べ更に病虫害と之が對策、森林火災と

防火を、叉狩撒にも一章を設け木材利用に對しては乾燥防

腐塗装膠漬未刊用木材の開發と林達研究所と之が利用等に

開し詳説してある。別に林業員の養溺伏態協曾救謹施設を

説き，更に米國林業の沿革現況及び將來等に説き及し、最

後に全米主要樹木69科222畷845種中より最も主なるも

･の165諏を懇ぴ之に外繩種50種を併せ其辮の俗稿､學

名、樹性、用途甥眞亘り．葉と果質を示めせる鮮明なる口

謹一分布を示せる地闘とを用ひ要領良<説明してある。外

に主要木材に對する肉眼的識別方法と鹸索表とを揚げ、最

後に國立公園に關し一章を設け且つ礁宍用語の解読が見ら

れる，吾が森林家必携と、山林要覧と林業賓典等を混成平

易化したものといふ感を得た。全巻を蓮じ行文平易流暢例

ば樹木の性状の如き從來断種記相文に見らるL如き難句文

字を遜け平易なる語句を使用解誘せる如きは』其の例であ

る。各章の終りには執筆者の略歴を掲げて記郡の資任を明

らかにしてある。絢に林業行政に携はる士や斯業著述家に

對する良参考書たることを失はない。（山田金治）

新世界の木材 (Record.S.J&H<SS.R.W､,－

TimbersoffheNewWpdd51947.25×17cm559

エール大學林學科長にして世界的木材業者として知らる

るRecord.及同大學助謹受He零両氏の共著にして嘗て

鵡24年にYM11e大學より出版され1934年以來緬版たりし

TimberSofTropiWIIAmexicaの内容を一層充鶴闘犬改版し

‐

一
夕

(山田金治）
〃
一

新刊紹介の言葉 山田金治

19虹年12月以来吾人縦多くの騒米先進國の學界業界か

ら自ら遮鐵を敢てし.其の間海外に於て發刊された書総、
雑誌等凡ゆる文献から全く隔離され篇に吾が學間女物を初
め技術等赦會萬股の事物が停頓状態に壷かれ妙くも彼の地
に於ける業綬に追随し得ざ§し事は何人も異論の無き所と

思ふ･一方今次大戦に際し欧米にありて林學．林業特に航
室富眞の聴用木材林産物の利用及保護方面に於て長足の進

歩をもたらしたる事を想へぱ此の際、學徒たると鐵務に鯉
ほる技術者たる彰林政に鞍堂する事務家たるを間はず、開

戦以來の獄米文献を輔縦し各盈其の立場にありて探るぺき
ば之を探り．學ぶ可きは學ぴ．斯くして戦時中に失はれた
る所を一蕊にして収返ずの録悟がなくてはなるまい。即ち

筆者は此の意味に於て極力海外新刊書に眼を通じて居る者
で之を単に己れ一人のものとせず。廣く同感の士に鱒ふる
事も現在自分が置かれて居る職種の立場上の義務と考へ以

下逢次新刊圖書の梗概を誌上に紹介すること人した。讃者
諸兄筆者微衷のある鹿を諒とせられ何等の寄與を斯學業界
にもたらし得るならば恂に望外の望である。
筒ほ是等新刊圖誓中の多くはC.I.E岡書館にて自由に

闇漬する事が出來ろ。因に同館に於ける林業劉書の番職は

6349である。（1950年2月16日、E麺Q天然資源局林業部
にて誌すo)
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1

･九州支部第-回總會開催憩墨鐵震職f織蕊蹴霧難蕊警墨難
霊見熊本管林局長､大賀宮崎縣林務部長始め各縣代表者､管丙各誉林署長並に署員､誉林局部課長並に局員等其の数150名一
に篝j-る盛況であった。

先づ小幡準術委員長の挨拶があり、次L,で議長選出に移って九州大學の西田教授議長席に蒲き、清水準備委員經過報告を
行って騨矛に入った。

'議事はα)支部規約審識(2)支部役員筵出(3)昭和25年度事業計壹ならびに收支溌算審譲の順序で行ひ綾いて新支部、
長頚見友之助氏の挨拶､本部理事長耐蘇C松原専務理事代鍾林野蕊長官魂癖(清水元氏代纐林學會九州支部長西田教授
の覗瀞があって總會を閉ぢた。

午後は先づ第1回林業技術協曾賀受鴬者､日高義資氏の「カシのカミキリ遥防試験」と題する紀念諦演があり、次いで特
別講演に移り（1）「菌根の生態的意義について」熊本大學教授．湧弗東一氏，「最近のアメリカ林業事情」林野蕊､清水元
氏の二つの有意装な講演があって午後5時30分、盛會裡に散雷した。

日本林業技術協會九リ1Iリ支部規約

第1章、榊成及事務所 これを招集する。
第1條本支部は九州の各縣丙に居住する日本林業筏術協 第．“條委員曾は必要ある場合幟總曾の決議を經なけれ
・曾〔以下箪に協曾と云ふ)曾員及び特別曾員を以て組織 ぼならない事項を虚理することが出来る。

〃 する。 但し其の場合は次の總曾に於て承認を經厳ければならな

第2條本支部の事務所は熊本醤林局内に置く。 い。
第5章分 曾 ．

第2章事 業 第15條本支部に戦域及び随域を翠位として分曾を置く

第3條本支部は協雷の目的を達成するために左の事業を ことが出来る。分曹の設定及び其の範幽に付ては支部委
行ふ。

員會で決めるも

L協會の目的に合致する地方的事業の企霊及び實施並 第,6條分曾,奉曾委員を置く｡分曾委員は各分會所闘に本部への糊告

2．所鬮曾員の異り､鯛謹 會員がこれを選出する。

3．本部及び分會との連絡 第17條．分曾委員は刊行物の配付、曾蜜の徴收、曾員の

第3章役 負 異動、會員募集等に付き支部の事務を分掌する。

前項の事務は豫め支部長の承雛經て本部と直詰するこ第4條本支部に支部長及び支部委員10名以内を置く､麦
とが出来る．‐部委員中3名以丙を常任委員とする。

第5條支部長は曾員の中から總會に於て選出する。 第18條分曾委員が選任されたとき叉は鍵更があったと
ぎは支部及び本部に報告しなければならない｡－

．第6際支部委員は支部長が委嘱する｡常任委員も亦同じ。
第6章會 計

第7條支部長は支部を代表し支部の曾務を總理する。

支部常任委員は禽務を執行と支部長辮故あるときは其の .第'9朧.本支部の經費は本部の交附金及び其の他の收入
をもってこれにあてる。－名により事務を代行する。

支部委員は支部長を補佐し曾務を分掌する。 附 則

第8條本支部に顧問彰羅くことが出来る。 第20篠本規則は昭和25年5月19日より有効とする。

顧問は本支部の間に照じ支部の迩誉に付意見を述べる｡ 第21際昭和25年5月19日に現に存する分曾は本規約
顧問は委員曾の推聴に韮き支部長が依頼する。 の手織きを了したものと見なす。

･第9條支部長及び支部委員の任期は2年とする。但し重 九州支部役員
任を妨げない。

支部長・鐸璽見友之助熊本誉林局長
第4軍會 識 委員（常緬小幡進熊本徴林局經誉音纒

第’0條本支部の愈議は總曾及び委員曾とする。 〃 （〃〉清水健介
第u艤瀧"腫癖,卿之を,柵る。 ，， …塵一鵜尚縣繍

臨時總曾は支部長その必要を認めたとき叉は支部曾員五 〃 械尾助二佐賀縣林務課長
分の一以上の請求があったとき支部長之を開催する。 〃 高津戸盆見長崎縣〃

總曾はやむを得ない場合は招集に過らず書面によって開 ’‘ 後藤武夫大分縣〃
催することが出来る。多 〃 （常任）相馬丑五郎熊本縣〃

第12條總衝は次のことを議決する。 〃 大鴛正男 宮崎縣株務部長
1．支部溌算決算の承認 〃 田島文雄鹿兒島縣林務課長
2．支部規約の鍵更 〃 二宮静夫熊本誉林局事業部長
3．委員からの提出事碩､ 顧問 西田屹二九大教授､株學曾九州支部長
4．其の他必要と認めた事項 地方理事 小幡．進

、第’3條委員會は曾務建行上必要ある場合支部長が随時 〃 相馬丑ﾖ蒐郎
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昭和鱒年度就業専門技術普及員資格審査課題
－－

’立地
要
件
一
錘

〔専門科目…造韓〕

第一間次の諸問題から一題を選んで解答しなさい。

（謹んだ問題の瀞説及題名を書いて答を書いて下さい）

（1）スギまたはヒノキ苗のうち一樹種を選び苗剛の播種

=融こ於ける育苗成績を審査品評する際に城討せねばなら
〆

ぬ事項､項目別誰準について。

（2）造林上母樹林設置の必要性並びに剛劉林として具j附

すべき要件。

（3）吾画の既往主要造林樹種の造林地に多冬の不成績造

林地があらわれた原因の具農的事例と其の説明。

（4）間伐のねらいと其の効果緯ご間伐が遥林の要諦と躯

調される理由について。 、

（5）吾國に古来から人工造林が發逹Lヱ居る著名林葉地

方の地力減退の事例及び其の理由とこれに對ずる地力維

持増進に必要な手段と其の根録について。

（6）時用樹木の栽培がわが國山地の高度利用並びに山村

農家の賑ml婚推に特に適する理由及び東北地方、關東地
方、中部地方,北陸地方、中國地方、凹國九州地方別の

栽培に適ずる特用樹種について。

第二間次の諸問題を簡箪に解答しなさ､､）

（番號を雷いて答を書いて下さい〕

（1）ウルシ種子の發芽促進法。

（2）後熟を要する種子の貯藏法として露天埋藏法が行は

れるのは何によるか其の根撰を書きなさい。

（3）普通の場合播霞床の秋末に於ける1平方米當りの苗

木本数の密度は何本く・らいがよいか．承ギとアカマツに

ついて概略の範函を書きなさい。

（4）愁林の際植付本数の多少を左右する因子について其
の基唯を響きなさい。 ．‐ ～

（5）進林地に談生するツル植物の枯殺に最も有効適切灘

方法。

（6）ササ叢生地の最も有効適切な造林地携法が

（7）一齊同齢林の高さの連年生長が最大に達した時期に

は遥林上にどんなことを考えねばなり霞せんか。

（8）上層間伐が魔葉樹の用材林の間伐に最も適すると云

はれるのはどう云う理由によるのですか。

（9）わが國の温帯地方でスギを人工植栽する場合にスギ
の適地選定の標蠣として下表の立地要件の各について鞍

れぞれ適否を記入しなさい。適雲は最適を1．適を2．

稲適を3．不適を4，として記入すること。

（10）クリの接木に最適の接木法の種類は何ですか。また

－ この接木法で好成続を鮨さめるために最も重要な麗羅は

方 位

|南|北
’
1

ﾄ

＝

東|衝

遡
瞬

’ －
】

患下'2.5鼬下'2.5愈到1

1

｜:｜’

！潟｜潤｜乾 6

1’ ’
、

何ですか。

、〔専門科目”…經螢〕・

第一間次の諸問題から一題を避んで解答しなさい。

,．（選んだ問題の番號及題名を醤いて答苛響いて下さい）
〔’）現行民有林施業案の規程又は運用について改善すべ

き鮎，
F

（2）大面積森林所有者?森林に對し単猫施業案を編成す
る場合と同地唾の他の所有者の森林と併せて共同施業案

を綴成する場合の得失。

（3）林野の多角的集約經誉と其の施業案上の取扱につい

て。

（4）農家の謂談林の經鐵旨職

（5）竹林の經麹鵠。

（6）4画讃の農家所有森林の經醤指導・

一(7)森林作業の磯城化，

（8）ブナを聡木する目的で貯木池を設計する場合に特に

留意すべき黙。 彫

（9）集材方法決定上老隠すべき諸職について。

“）奥地林龍震と森林土木の關係っ

第二間次の諸問題を簡箪に解答しなさい。

（番競を書いて答を書いて下さ､､）

（1）蝿駒錦輪伐期、回蹄年、の差異、

（2）照査法。

（3）スギとヒノキの材穣平均生長通（1町歩醤り）の最

大に達する年齢とその敷値の概敷〔石欺)。
（4）賓積係数の楚義と針葉樹と臓葉樹の場合のその数値

の概敷。

．（5）作業級設定の場合考慰すべき事項，

－
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（6）小班毎の地況胃謹をする場合の調奪項目を列緊しな
さい･

（7）ガソリン磯關と高速ディーゼル機關の利鮎と訣識を

比較して述べなさい。

（8）修羅と桟手o

（9）トラック林道、木馬道の最大勾配は何％ぐら↓･です

か｡

（10）小浴狩。

〔専門科目……利用〕

第一間次の諾問題から一題を選んで解答しなさい。

〈選んだ問題の番読及題名を書いて答を書い・て下さい）

（1）木材の解剖學的織遥について。

（2）製材機械の種類及び吾國製材工場で使う場合の其の

得失について』

（3）製材歩止りを向上せしめる方法。

（4）木材人工乾燥の目的と其の方法。

（5）木材人工乾燥室の具備すべき要件及び其の理由につ

いて｡

（6）原木より合板製遥迄の各種方法の得失について｡

（7）督種合板用接蒲謝の得失について。 ．
、

(”椛迩材割とし．この木材の得失並びに其の峡靴の改良
法について。

（9）木材防腐法について。

（”各種木材パルプの製造法について｡ ．

〔11）木材の各種炭化法について。

(12)吾國に於ける特殊林産物利用について。

（13）木材の化學成分の利用について。

（”吾國に於ける次の用途に使用される主なる木材の種

類と其の使われる理由について。

（1建築t2)枕木L3〉坑木(4)車輔(5)樽(6)瞬隠素

地(7)樂器（8冷板(9)パルプ(10)下駄

第二間次の諸問題を簡単に解答しなさ･いo

（番號を書いて答を書い署下さい。）

（1）繊維飽和識 （6）単板の種類

（2）平衡含水率 （7）パルプの種類
“）侭 心材 （8）製炭の歩止り ′
（4）素材の峡黙 （9）ね ら し 〃

（5）環孔材 （10）椎茸の主要成分

〔専門科目……防災〕

第一間次の諸問題から一題を選んで解答しなさい。

（選んだ問題の番號及題名を書いて答を書い看下さい）
〔.1）保安林の意義と取扱方も

（2）日本に於ける水害の原因について。

（3）山地の荒慶を防止する森林取擾について。

（4）入愈林野の荒れるのは何のためか．

（5）治山事莱の意義と目的。

第二間次の諸問題を簡単に解答しなさい。

（番珊を響いて答を書いて下さい）

（1）日本に於ける地迄の最も多く生ずる地層，

（2）限界水遼。

（3）重力堰堤の核。

（4）海岸砂防に於ける前砂丘の目的。 ．

（5）土砂の息角。

（6）砂防植栽用樹種の中5種をあげ厳さい。

（7）防風林の効果限変は犬燈樹高の何倍ぐらいですか。

（6）臘暖前線に伴う降雨と寒冷前線の降雨との差鶏。

（9）目的別の保渓林の種類を五つ以上'あげなさい。．

．(10）地厨の背恭職迩を職解しなさい。

〔專問科目……保護〕

第一間次の諸問題から一題を選んで解答しなさい。

（選んだ問題の番競及題名を書いて答を書いて下さい〕

（1）保護技術の立場から見た苗畑經螢の鰯伏に對する批

測と抱負。

（2）森林における病錨善の被害と其の劉策，

第二間次の諸間魑を簡盟に解答しなさい。

（番珊を響いて答を番いて下さい）．

（1）二次的害銀。

（2）現在機喰過として問題になっている害遥の名を5種

以上あげなさい。 ′

（3）樹高が大きい倭（例へぱ並木の松）にマツケムシが

發生した場合吟麗置。

（4）松苗畑にマツノミドリハバチが發生した場合の應急

庭置｡．

(･5）杉赤枯病の病銚， み

（6）グィルス。

（7）4斗式ボルド､ﾝ合測の作り方。

〔8〕接鯛剛にほどん薩藥割がありますか。

（9）有磯水銀剤の種類と用途畝

α0）次の2項のう･ら一つに答えなさい。

イ、根頭癌腫病コ

ロ、苗の雲腐れ病．

、

'

ｰ
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世界情勢と日本
橋信： 局
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いて主張したことがそれに反映して居るのであります。本

欝に世界平和を確立しようと葬るならば、講和曾識に無理

があってはならない．という意味において，第二次世界大

戦後の識和鰯議というものは明かに停戦協定から或る時

期をおくぺきだという考え方はすでにポツダム曾議當時か

らあったわけであり漢す。

卑近な言葉で申しますならば、↓､かに立脹な證文を作っ

てみても､その證炎が蜜施されなければ､むしろ震施され
ないことによって．ふた上び戦争の原因を起すのだ、従っ

て證交を作る前に蚤轆を先に作るべきだ．占領政策という

ものは、その現疫を作るための政策の途行でありまして、

蕊置を先に作ることによって、その現賞を裏付けあような

條約を識和曾談で結べば、この條約こそは完全に履行され

るはずである｡

そのねらいは何であるかといえばドイツの場合も，日本
ヶ

の場合も、イタリアの場合も西欧民主主義の基盤になっ

たところの政臘を作りあげるといふ黙にありま龍西欧民
"

主主譲の基盤に立つといふことは全繼主義を排することで

ありましてこれが占領政策の目的であってその目的がす・

んだ際に瀧和曾織を開くことによって、その現質を裏付け

る條項を條約にしようといふわけです，

このアメリカ人の評論に出てお”す考え方は、必ずし
もウソではないのでありまして アメリカという國の動き

を考えます場合、もちろんアメリカといえども自國の利益

と↓･うものを主張するのであり葦すが、同時にアメリカ人

が持っておりますところの特殊なる理想主義、あるいは人

道主義、第一次枇界大戦においては匡際蓮盟を作り上げた

ところのあLいう理想主義的な面も明かにアメリカの動き

の中から見出さなければならないと思L,童す‘また同織の

面から今回の錦二次肚界大戦後のもう一つの特徴は賠償の

問題であり寵す。

第二次世界大戦の賠償方式はポツ涙到傑項に原則が規定

されておるの毛ありまう-が、それによりますと、賠臘とは

曾ての相手國がふた人び軍事國家にならないということ通

目的に収｛‘てるのだ。曾ての棚手國といえども、そぅいう

圃堂の國民が生活しなければならない、すなわち國蕗の生

活水準を維持するに必要なる設備は残さなければならない

私､高綴であります。假に『世界備勢と日本」という非

驚欝鰯鰯鰯燕無鯉繍簔
しまする色糞な動きをお話申上げるつもりであります。話

を前後して結論的に申しますならば、いま講和曾議の問題

がどうやら本格的に取上げられようとしているわけであり

まして、これはもちろん鴬然のことであり占領政策が五

年も綴くいうことは､色糞な意味において決してプラス場
はならない。占領下にある我盈としての立場におL,ても

そうでござい誇効;占領政策を蜜施している方の立場にお

いても、必ずしもプラスではないと考えるのであります。

なぜこういうようこ占領政策が永く領いたかということ

になりますれば、これは申すまでもなく米ソの對立という

問題、戦時中は同と側に立って戦った米ソが、戦後非常に

對立してしまったということにおいて、こういう事態が引

一 き起ったのであります。た蟹しこの問題をほずしまして、
元欠今回の第二次IM界戦後の講和に關する面といたしまし

ては、瀧和曾識以前に、識和曾議に提案さるべき色煮な間
も

題の現賀を先に作ろう、こういう考え方があったのだとも
思えるのであります。

この一部はポツ〆ム條項の中にも色んな形で盛られてい

るわけでありますが、こ批はアメリカの評論家の言葉を借

りて言へぱ第二次1I暁大戦の原因億一瞳どこにあったかと

いえば、これは第一次世界大戦の講和會議、す-な*ちヴェ

ルサイユ會識の結論に.すでに第二次世界大戦を引き起す

べ営萠熱ｳ途つた。どうも,5鮎においてそれがあったかと

申しますならば、ヴェルサイユ講和會議というものば非

職に無理な結論をlllしておった、戦勝函とい6立場の相違
を、そのまL抑付けることによって無理に出したのが、ヴ

ェルサイユ誰和密談の結論だった。そしてドイツに莫大な

る賠償を背負わしたわけです。普通の常識篭もってしては

不可能に通いような賠償をドイツに背負わしたことが鷺そ
の後のドイツをして、雛和曾識に調印した政府を倒さしめ

すなわちヒットラーが現れて、ドイツ國民がヒットラーを
麦稔するに葬ったのであります。こういう無理な條件を背

負わした営時のいきさつというものば．ドイツの復興を絶

對に喜ばないところのフランスが、勝ったという立場にお

ｰ

毛
卓
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ということをハツキリ名文に規髭されて鱈るのであり霞L
て、これは第二次i世界大戦におき室する非常な特徴だと私

は考えるのであります。

第一次世界大戦までの賠償の考え方というものは、勝っ

た國の戦費は営然負けた國に負搭さすべきだ。単に戦穀を

負擴さすばかりでなく、胸懲的な意味において領土なりあ

るいば品物なり藷取上げることによって、そ:ういう國をこ

らしめる。少くとも賠償のねらいは勝った國の戦識をつく・
なふといふ考え方でありま~ﾘｰ･第一次大戦後のドイツの場

合でもこういう考え方において賠償が規定されたのであり

．まず、戦争に勝てば勝っただけの利益を、営然負けた國に

背負わすのだといふ考え方です。

ところが第二次世界大戦におきましてほ､勝った國の戦

費を負けた國に負据さすという考え方は放棄されておるの

でありますbアメリカが太平洋戦争に使いました直接の戦

費は千五百億ドルと、推算しております誠、この千五百億

ドルの戦費を日本が背負う_べきだということになり震ず

と、日本人が今後如何に働いても到底新しい普通の國家に

はなり得られないのでありまして、こういう黙からも不可

能歪ありましょうし、またこの不可能を無理に眼行するこ

とによって、ふたLぴ第一次世界犬戦後のドイツにナチが

起ったような誤ちを繰返したくないという識に器いで戦費

の方は放棄され、戦争を目的にして發達した餘分の生産設
一

傭を賠償の對照にしようといふわけです。日本の場合を具

禮的に申し霞すならば'930年までは､日本は戦争を考えな

い國だったo31年に滿洲事鍵を起した、以降の日本は戦争

を考え、戦零目的に軍需工業を除分に鐘張したのだという

黙において御承知のごとく営初對日陪償の基準というもの

が、1930年の生産設備を基準腱して、これ以外のものとか

これをオーバ鱒~した餘分のものを賠償の對象にするのだと
●

いうよ､うな黙から調査が始まっておるのであります。

その後になりまして”30年乃至34年を平均したところ

の日本人の生活水準を埜準にいたしまして、さらに1930年

以降日本の人口がふえただけを、加算して漸共緩和の方向

へ來てお;ろのでありますが、占領直後ポーレー委員曾が日

本に参りましたときのねらいは1930年を基準にしておる

のであり．ますoこれは抽象的に申し蓑すならば、負けた園

といえどもその國民の生活は保障しよう。しかしそれ以上

餘分な設備は取上げるのだ。この餘分な設備だけが賠償の

對象ということになりまして、今回それが計算されつ上あ

るわけであります。

こういう面を考え萱すならば、これはマッカーサー元帥

の言葉を借りても明白でありますごとく、すでに日本にお

いては或る程度占領政策の目的は達成されてL､るにもか上

わらず講和會談が開かれないということは、別の原因が生

れて來たのだということになるのでありまして、従って占

領政策を大別いたし重すならば、占領政雄の初期において

は日本の軍部の解鰻､犀需工場の解鰹､ある､､催日本民主
化のためにとられた農蝿鯛整法であるとか、財閥解燈であ

るとか，あるいは努働組合法を制定することによって勢働

者の地位を向上する、これがいわば初期の時代の占領政策

であります。第二段階においては、こういう法規によって

現密の日本の國民の氣持が、日本の民主國家を作り上げる

という方向I旱政策がとら･れて参りました｡･これが日本復興

問題でありますがすでにその時期もすぎ、第三段階にいま

入Qrこおります｡すなはち日本經濟を如何にして自主せし

めるか、の段階であり童す。

時期の取上げ方臆色糞あり童しようが、私は少くとも一

昨年の秋ころ、對日經濟復興援助費というものが考えられ

た以降におきましでは，もはや占領政策第一段階は過ぎま

して、新しき日本総來の極東における日本、あるいは將來
、

の世界における信頼し得るに足る國家としての日本の經濟

復典を如何にするかといふことでありま屯日本の溌鑛を
復興さすことによって日本の民主化が増進されるのだとい

の

う迄においては、日本の經濟復興のためには、むしろ援助

を惜霞ない。これはある意味においては占領政策の目的以

上のものでありますが、そうい5段階に現在入っている.の

であります。

しかし現資の日本は俵然として占韻下にあるということ

は間違いないのであります。占領下にあるということは、

主擢が日本にないということでありまして、日本政府も日

本の鬮曾も､=溺立國家の政府､濁立國家の國會ではないの

であり堂す。これは表面的には如何に色盈な形式がとられ

ておるにいたしましても嚴然たる顎獲でありまれ各種の

問題がスキヤツプを通じて日本の國會政府に指示されると

いうことは、こ紅は占領下にあるということを考えれば當
然のことであります。その指示事項は、いわばなし崩しの

瀧和條項ともいうべき置ありまして、本來ならば識和會識

において要求されるものが、なし崩しに今日まで要求され

‐

〆
ー

画

て來ておるのだとも解され蓑す。

そういう現識こ諸きまして、アメリカの考え方と致しま 一

しても一日も早く主權を日本に歸すことの必要は考えてお

るのであります。色兵な事情によってそれが不可能なら、

現資に主權が日本に戻ったに近いような状態を作り上げて

行くべきだという考え方から色盈な問題がすでに解決され

て索るのであります｡たとえば日本の貿易再開、あるいは
日本人の海外渡航という問題は本來ならば依然として國交

断絶の状態にあるべき國盈に日本の商品を詮ることが許さ
れたり、日本人の海外渡航が許されておるのであります。

これがさらに穣極化されまして本年室月には在外事務所の

一（30）－
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設置が許されたのであります。これはIﾖ本の外交官の役所

ではないのでありますが，いやしくも日本政府の正式の役

所がニューヨークなり、ザシフランシスコなり、ロサンゼ

ルスなり、あるいはホノルルlこ設置されるということは、

明かにこの面では日米間に國交が回復しておるのと同巖で

あり童す｡形式的には依然として國交噺絶の關係である。

そういう画に日本の頚務所力掻かれた。こういう形式が次

． に英國やその他の國によってとられると致しますならば、

講和會議侭開かれないが、なし崩し的な形において日本と

曾ての相手顕との國交が回復しつ上あるのだということが

いえると思うのであります。

こうv,う面から假に英米側の立場において日永を考えて

みた場合においても、これ以上占領朕態を綴けておくこと

は決‘して將來の世界のためによくない。占領政策というも

のが永く鐘けば、その國の國民といえども氣持の上におい

ては必ずや不滿をもつに違いないというような意味におい

て、昨年の秋あたりから眞刺に日本の講和曾磯開催の問題

が取上げられまして、今や手の間題がさらに具膿化しつ上

あるのであります｡識和曾議の技術上の面に鎧いてば軍濁

だとか、全面だとかいうような問題があるに致し童して

も、とにかく主鯉を日本に輿えるべきだという考え方にお

いて英米言葉を換れぱ、一應ソ連と中風を除いた國盈の

中において意見が交されてをると考えるのであります。方
、

盈諭においてはまだ結論は出ており"ませんが、原則論にお

いては一致しつ上あるといえばいえるのでありまして、P

・の黙において方共論が、残された問題になりつ上あるので

はないかと思いま､ｻも

私個人の意見を申上げることば潜越でございますが、軍

澗識和か全面識和かという問題が､最近やか蓋しく論ぜら

れているのでありますがも箪濁講和か全面総和かというよ

うな方法論を先きにとりあげて議論しているところに木末

てんとうの誤りがあるように思えま今･主醗を日本に持た

すたあの講和會議を開くか開かないかということが前提峰

なるのであ‘り堂して、その會議に日本のかつての相手國の

全部が参加しなければこれが部分的講和になるのであ.り、

全部が参加すれば全面的#鰐nになるのであります。

従いまして軍猫あるいは全面というようなものの考え方

は講和會議開催あ技術上の問題にすぎな蝿のでありまうも
この問題の方がさかんに日本画丙において論繊されまし

、 て、主擢を日本に戻し､てもらはなければならないという方
の世論が‘-あまり暇くアメリカへ反映され筵いないという

うらみがあり童す。泓は去年の八月ころアメリカに約一ケ

月おったのであり童すが、営時アメリカの新聞記者であり

ますとか℃あるいは親日家といわれる人糞から、そういう

ことをいｵつれたのであり寵す。日本は主搬を戻したいとい

－〈

うことを望んでいるならば、鐙れ力噸本の似愉になって現
､

れて來なければならない．といふようなことを。ところが

その後の日本の世論の動きというもの侭、その主權を戻す

という問題よりもむしろ軍濁講和では困るとか､全面講和

でなけ泡ぱならないというような論議が日本の相営有力者

によって締されている｡講和問題に對L我身あるいは
皆綴方ももう一度この職を考え直してそして一日も早く主

擢を取戻すことの必要が日本の世論でありますならば、そ

の開催にあたりまして、全部の画が参加しなくても、参加

する國との間に萱ず日本が條約を詰んで行こうということ

になるの健己むを得ないことだと考えます。どうして蝋参

加しない罰があった場合において初めてそういう問題をど

5虚理するかということは、我交としても考えるぺきであ

りましょうし、がむしろ、これは連合圃側が考えるぺ含問
惨

題なのであります。

そこまで行かない先に、垂面講和でなければならぬとか

絶對中立だとかいうこと許りが盛んに論議されることは，

ある意味にをいて共産蝋のI鴎爾に利用されているのだとい

わざるを得ないのであります｡なぜこ！Lが共産難のた必に

利用されておるかといえば、誰だって全面識和ガ窪ましい

にきまっております。雀た恐らく日本人の誰の氣持を考え

てみましても、絶獣中立でなければならないということも

考えておるに蓮いないのであります。鴬然そうなければな

らないでありまLようが､た堕し現賞の問題としてば”そこ

に政治的な問題が生れて來るわけでありま･す胃bこ私は假定

でありましょうが、今日の日本の國防問題を考えた場合、
、

あるいは國際連合に加入すると、､うような問題あるいは

どこかの國と一緒に防備協定を結ぶというような問題が考

えられる:のであり議す｡理想は絶對中立である、あるいは

全面講和であるということは間違いないのであり霞す。こ

の萬火が蔑人當然とするところの問題を特に取上げて、そ

れを現實問題と對立させ是ﾖ題&想通りでなければならない

ということをいっておれば、いつまでたっても講和會議

は開かれないことになります。

識和會議が開かれない場合において、どの政黛がプラス

かといえば、共産識だということになります。全面講和論

という絶對的なものを共産裳が取上げて．國民を引摺ろう

としているところに講和問題の複誰性を生じているのでは

ないかと考えます。共産熊以外の野燃のなかにも全面講洞I

がありますが、例えば民主灘であるとか、祉曾窯の場合．

.然らば単濁講和なら極否するのかということになれば．そ
‐こまでハツキリいっておらないのであります。繰涯して申

しますが，全面だとか単掻だとかの問織ま連合國側が験討

すぺき問題であって、被占領下にある日本がそれを論ずる

こと自艘がおかしいわけです。

31）－－
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吉田首相の考え方は､新聞に度剖Hておりますごとく、

筆面識利が當然なんだけれども、いつまでも講和禽議が開

かれない方がい人のか、特定の園からだけでも講和曾磯を

開こうという鰯があれば，ともかくそういう國と{隙約を締

結していく方がいいのかどちらが日本のためにプラスにな

そかという熱において、結論を出しているわけです。吉田

氏の識和に關する現質的な考え方がたまた寮理想論者であ

る南原學長と④間にあムいう諭識のイキサツになったので

ありますが､私は別に目I凋蝋びいきでも何でもあり載せん

があの問題はスタンドポイントが全然違ってL'るところで

議論しているようなものだと思うのであり葦すぅ一方は學

者として営然日本はこうあるべきだということであり、片

方は雷然そうすべきだが、政治問題としてはそうは出来な

いがゆえに、現實問題としていわゆる単漏講和的もやむを

得ないというわけではないでし炎5か。

諦和愈識の問魑は、今のところ私にもその見通しがつか

ないのであり堂す。なぜつかないb.といえば適ソヅイニ1、

の問題が解決されない限り中園の閥題が解決されなL､から

であります。アヌリカといえども中園を、ある、はソヴィ

エトを除外して講和曾議を謹めてみたところで、R本の安

定が果して成立ち得るかどうかに非稀な疑いをもっておる

はづであります｡とくに中風蓮除外いたしまして、中國と

日本とが依然として國交噺絶の欣態であるとしま1すなら
･ 0

ぱ．それ以外の國との間に日本の國交が回復したといたし

ましても、日永が經濟的に濁立するためには、多分にマイ

ナズが生れて来るのであります。こういう謡からソヴィエ

トは一應除外いたし霞しても中國問題というものは十分検

討してか上る必要があるのではないかと思い議す。

鮒二次･I世界大戦後のアメリカの世界政鐙臓一應ソゾイエ

トとの間には氣震ずい形が出來_上ったが、それ以外の世界

において、第一弐1u滉大､縦のようなことがふた上び起ら

ないように、別の言葉でい糞ぱ世界竿和を確立する篇にあ

ります。第一次世界大戦後の1929年にばアメリカも世界

不況の影響に見舞われましたアメリカの籔行が取付け騒ぎ

力鎚り童した。この原因は第一次世界大戦後にドイツに多

額な賠償を背負わしそのドイツが經濟的に破産したことが

西ヨーロッパ全部に波及したことにあります。ドイツの經

濟破綻の肢は英溺にも、ア承り力に及んだのであります。

鴬時のアメリカには未だ孤立論着がおったのであります

が、その後のアメリカといたしましてば、いかに自分の國

だけが永謹の察蕊をはかってみたところで、世界の他の鬮

が不況の状態になった場合においては、アメリカの繁榮も

#錨できない。すなわち世界の蕊榮なくしてアメリカの繁

榮はありえないという結論に到達したのであります。今

日戦後の復興1こついてアメリカが"験勝國家､戦敗風家の

別を問わず、西ヨー画ツパ．アジア各國の復興に力を注い

であることはそれが回り回ってアメリカの繁榮にも寄與す

るところが多いばかりでなく、世界の平和確立に需與する

面が多いという考え方から出雲したものでありま詑已に

西ヨーロッパ援助計整が資施されて挙り、また極東援助計

雷が賞施されておるわけでありますが，經濟の復興なくし

て、枇界の平和はあり得ないという見地に立らたわけで．

日本とドイツの場合においてはこれが占領池救濟謹、ある

いは經濟復興罷助強という形において援似が與えられてを

り蚤す。戦勝幽家に對しては御承知の如くマーシヤル援助

計霊という形において援助が行われているのであります。

しかしこの援助はそういつまでも識けるわけに行かないの

であり玄す。 ．
、

現にヨーロッパの復興についてはこのアメリカの援助が

あったｵLぱこそフランスも復興し、イタリアも復興し、ま

たイギリスといえどもアメリ労の援助によって經濟的破局

を教われておるのであります。日本も、年友四億ドル乃至

五億ドルの主として食糧でありますが、援助があったれぱ

こそ,日本經濟が救われて今日まで來ておるわけでありま
すb明かにアメリカの全世界復興援助計笹は、この意味に

おいては資を結んでおるのであります。しかし一鐙こうい

うアメリカの援助計謹がいつまで綾き得るかどうかの問題

こそば、アメリカ園内の政治問題なのであります。

アメリカに國丙おいてばこのﾀ掴援助に對する批判が漸

次きびしくなって参りました。殊にアメリカも今年の11月

が下院の選緊であります。アメリカは2年毎に下院議員が

選畢されるのでありまして、この選蕊をめざし現在の野窯

である共和黙の連中が民主蕊のトルーマン政策をきびしく

批判し始め特に、外國援助費への批判は相徽可きびしいも

のがあるのであり輩す。

この批判の要職になり童すものは、現在のトル声マン政

府は年灸多額の金をヨーロッパあるいはその他の國掩に注

蓋込んであるが、この金は一農誰の金か、アメリカー般國
民①税金じゃないかというわけなんでありますもアヌリ.カ

ー般鬮民の税金をそう氣前よくヨーロッパや極東に注込ん
でくれては、このためにアメリカ人の晩金が筒くなって、

アメリカ國民として承知できないというのが共和蝋の批判

の一つの考え方であります、年舞40億ドルないI_z60億ド

ルの金をマーシヤル援助計聲だけで注込んでおるのであり

まずが、アメリカ人といえども溌金は安い方がい上にき輩

っております。

このアメリカの言般國民に對しまして共和黙としては、

我煮の方が天下をとれば税金はズツと安くしてやるo l､ル

ーマンがあんな多額な金をヨーロッパに注ぎ込んでおるが

もしも、あの60億ドルの援助費を30億ドルに削ることが

～
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できればあとの30侭ドル分だけ健一般國民の税金を安く

する方に回せるじゃない式というわけで雷3-。

これに謝しまして、もちろん現在の民主黙の政府といた

しましても、もしもこういう援助費をヨーロッパに與えな

かったならば今頃は西ヨーロッパほどうなfっているだろう

か。恐らく経濟的に破綻をしているに湯がいない。そして

西ヨーロッパ全部がソヴィエトの勢力濁娯入っておるかも

分らんじゃないか、この援助蓋があればこそ西ヨF_ロツパ

が復興しつ上あるのだ。さた日本の占領政策が成功してお

るのも援助蟹の討果だというわけであります。今年遡り援

助蜜の金額は政府の原案について相営國會で論議せられた

のでありますが、1952年まで援助をすることにおいては、

今さらこれを否定しようとは思わないが、援助費は出來る

だけ節約してもらわなければア〆ロ釣國民にすまないじゃ

ないか、これが代表的な意見であり.童す。

この援助蟹の節約という職に諸いて日本の場合も同溌で

ありまして、對日經濟復興費は1952年をもって絡ること

になっているのであります。53年以降は以前のような援助

も出來ない｡すなわち1952年ずでにヨーロッパ各國はも

ちろんのこと、日本も自力で自國の經濟が賄えるように、

す厳わち自力によって日本の國に必要な食糧が買えるよう

な歌態に輕濟を復興さ~；‐べきだ、日本の貿易振興によって

必要な食温を買えるような方向にすぺきである。このため

に今援助をしてやっているのだというのが日本の場合の援

助でありま･ず。

ヨーロッパの場合も同様で1953年以降においては､アメ

リカは援助は打切るがゆえに、そ迩芝でにフランスも英國

も、ぞの他の風だもアメリカの援助がなくとも國の再建を

はからなければならないというわけであり主す。それが西

ヨーロッパ復興援助計鍵であ罐す。
對外援助金額が多いか少いかの問題に闘して議論の一部

を御話いたしましょう。政府のやり方に反對している人共

の言い分は、あ上いう多額の金力酒ヨーロッパのために使

われているが、果してそれがどれ位の効果をあげているだ

ろうか。例へば英圃の如き、その攻蕊の矢面になるのであ

り篭す。

なぜ英國が攻娯の矢面になるかと申しますと、英國の努

働蝋の政策､すなわち現に鍔働薫がとっておるところの就

曾保瞭制度というものは､非稔に進歩したもので勢鋤蕪の

ス画一ガンを借りますならば､揺藍から墓場までの經費は

國家が持つのだというわけです。事寶英國Jこおいては茜者

はタ友であります。勢働者の家族において出生があれば出

生手営がもらえる。あるいは年金制度､失業手営、という

よウに、あらゆる徴用を國家が持つのでありますbその結

果は現礎の英國の國家財政の上に非常な負播ががさんで参

bまして、特に麗擬國誉のごときは大きな負撤となってい

まﾂｰ。そのため英國員は肚界一の重税を負婚しております

が、他面アメリカの援助によって問題が解決されていると

いうわけであり童誕アメリカは直接英國の財政を援助し

ているわけではあり童せんが英國の輸出超過の赤字はアメ

リカの援助泓おれぼこそ何とかバランスがあっているよう

な状態であり霞うち

アメリカのある論者にいわせ議すと、アメリカ人の溌金

で、アメリカの勢働者すら愛けていないような祗曾保障制

度を英國政府がやっていることにな愚。自分の園の溌金が

自國民禧利増進のために使われずに、外國人の禰禾蝿進の

ために使われて龍るとすれば薗行過ぎじゃないかというわ

けです。この間題娃もちろんアメリカの政府側の立場にお

いては外國援助の必要性を浪謂しています。例えぼかつて

日本に参り蚤したケテン氏、國務省丙の企鐙委員會萎員長

ともいうぺきケナン氏の謡え方というものが、マーシヤル

援助計謹の基礎をなしてい患のでありますが、ケナン氏の

考え方により童款と、この援助を蜜施しているからこそ鐵

のカーテンより西にソヴィエトが伸びて來ることが防止さ

れておるじゃないか。それを考えれば年盈60侭や70億の

援助は非常に安いものだというわけでありますbアメリカ

の國民の中には､:もちろんこの考え方を支持している人た

ちも少くないのであり寮すが、とにかくアメリカの輿論に

はこの二つの流fLがあるということを知ってを<必要があ

り章す。そして、特に、その批判は對日援助饗ならびに日

本占領蟹、救濟費にも向けられているということを知って

をく必要がありま､すも

日本の場合について申し雀すならば一患援助金は果して

有効に使われているかどうか、ということでありまず。金

銭的には日永‘場合ほ年燕4億ドル乃至5億ドル、来年度
すなわち7月1日以降の會計年度においては相膳削減され

まして、3億ドル足らずになったのであり寵すが、それに

しましてもそれがアメリカ國民の税負掘によるところに問

題があ･ります。
毎

例えば、フオーチユンという雑誌が去年の春に、多分三
今

月説で・したが對日援助費をきびしく批到いたしまして、過

去5ケ年間ざっと20億ドルの金が日本のために使わ“た

が、日本經濟は一向安定しないじゃないかという意味の論

文をのせました。

それに對してその後マッカーサー元帥の名において對日

援助費がいかに寳を結んでおるかという具髄的な数字があ

げられて反ばくされております。日本の經濟は對日按助変

によって戦前の70％まで回復して來たというわけです。

しかしアメリカ國丙におけるこの種の批判はアメリカー股

輿論の動きと深い關係があるということを十分に頭に入れ

I

～

－〔33〕一一

一

～



高播二 ・低界情勢 と 日本
－一一

－－ －一一
－－一一

え方が池田燕鯛に反映しても池田犬識大臣が不用意の中に

使ﾙ､ました言葉がその後大いに問題になりましたが、元為

企桑の盤理を獺行しようという考え方から出霊しているわ

けです。過去のインフレ現象に便乗することにまって剰盆

を受けてきた企業が苦しくなるのは奮然なのです。

ドツジ氏の言葉の中にも日本は日本の國力にくらべて比

較にならんような大きな戦争をしたじゃないか、その日本

において、日本の産業が戦後になっても整理され筵奉らな

い、戦勝國家であり、經濟力の非常に狼いといわれるアメ

リカにおいてすら、戦後し,く珂かの會献侭、軍需工業から

平和窪業に切替えるため徹底的な整理をしている｡

日永において多くの企業がつぶれなかったのは戦後のイ

ンフレに使乘してきたからだ。しかもそ菰がアメリカの援

助によってII雛溌來すことなくインフレ便乘組力剰盆を得

て溝つたのだ。いわゆる竹馬經濟だと批判され蓑したが、

その竹馬の足を切ってし震って、自立經濟に歸らなければ

ならないということは、整理の促進をしなけ奴ばならない

ということであります。

ドツジ氏の考え方によれば､遁貨を收縮をしめることは

日本經濟安定という目的達成のための手段であります。従

ってある時期には．このデフレ政策が緩和されることにな

り篭しようが、その時期は日本經濟ボ本當に安定し、これ

なら犬丈夫ということになったときです。つぶれる會斌侭

過去においてヤミ償柘を目標に剰盆をむさぼっておったよ

うな愈献であり議す。日本の將來に對して興らなければな

らないような本格的な鐵鍋業､造船蕊紡績業などに對し
ましては、闘家としてもつぶれない方法を講ずる必要があ

りましょうし勿論ドツジ氏もそれを考えていると思いま

す。

現在の金づまりがデフレ恐慌かどうかは大いに議論のあ

為識で元來デフレ恐慌と申しますのは、日本の場合を例に

とれば昭和の始めに起った恐慌が曲型的なデフレ恐朧だっ

たわけです。日本全鐙として物が出來すぎてすなわち生産

が多過ぎて需要がそれに伴わないという時腱本営の意味の

デフレ恐慌がおとるのであります。現在の日本を考えます

ならば、悠來貿易を総ぱすためには日本の本格的な産業の

設蝋は現在以上に披張しなければならない面が残っており

ます｡設臘の過剰とはい上がたいのであります。た壁一時

の現象といたしまして、最錘の繊維製品のごとく國丙放出

で、どっと一時的に繊維製品が出回つだことにより、物償

が下りデフレ的な溌相が出ており童すが、これは一時的な

現象にすぎないと思います。

將來の日本經濟自立を考えますならば、ドツジ氏的方式

をとることによりまして、日本の生産コス】､を引下げてお

き、將來世界の各市鳩において、タI靭品との競争に負けな
一

て鐙いて頂きたいと思うのでありま託

昨年の]､月ドツジ氏力網本に参り．まして例の經濟九原則

を樹立したのも、一つにはこの輿論に答え愚必要があった

からだと解せられまず。トルーマン大統領は自分の特使と

してドツジ氏を日本に派逓いたし、過去の對日占領菱ある

いは救濟強、あ書いほ經濟復興援助費の使い方ならびに今

後の使い方について嶮討せしめたわけであり震ず。それが

ドツジ氏の使命であったといえます。

このIryジ氏を通じ、經濟九原則を資施すｵLば援助ほか

厳らず礎を結ぶという意味のことがアメリカの國會なり政

府に報皆され冠おるわけであり我ずbこの織動らいわゆる
ドツジ氏の九原則を贈考え下さいますならばその重要性は

容易に了解されるはずで説ド､ツジ氏は日本に参り葦して

經濟九原則というものを立案いたしまして、この實施を日

本に糊告しました。その後はドツジ氏の立案した九原則に
よって經濟安定が進められているわけですが、これを逆に

申せば援助を蕊ける限り日本國民ほ九原則の實施に協力し

なければならな'.､ということであり童説すなほちドツジ

的方式がとられるという條件付でア承り力國會が對日援助

費を承認しておることになり篭ﾂも日本に在る認司令部と

いたしましては、このドツジ氏の九原則に對し日本國民が

協力しなければならないということを躯く求めているのは
當然のことで､あります。 － ．

最近ドツジ方式で日本の經濟がデブン恐擁的状態を來し
てお葛といって不平や不猟がありますが、元盈ドツジ案と

いうものは一種のデフレ政策なのであります。たとえ池田

大職大臣がアメリカに謬りましても、ドツジ方式が根本的

に修正されるはずはないと思います。

ドツジ氏の考え方ば。今さら申す霞でもなく通貨の收縮

によつ･亡インフレを押えようというところから出發してい

ます。デフレ政漿によるところのインフレの抑墜政策だと

いうことになり寮す。元来インフレであるとか‘デフレで

あるとかいうような現象は瞳自然的に雲生して来る現象で

はなくしてむしろ画家の政漿如何によって起ってくるとこ

ろの人間的な現象であります。圃家がインプレ政策をとる
墨

かデフレ政策をとるかによって起るところの結果がインフ

レであり、デフレであります。た壁し戦後の日本のインフ

レ現象というものは國家の力ではどうにも出来ないほどに

物の不足から起った特殊なインフレ現象であり童す。しか

しそのインフレ現象を抑えるにはどうしてもデフレ政策を

とらなければならないということになり笈す。ドツジ氏の

案がその徹臓したもの･ぜす･ドツジ氏がデフレ政策をとり

ました際に、徴然とれによって日本の企業の何割かは整備

を必要とされるだろぅ、あるいは一時鋤には金詰りも起る

に違いないということを澱懇していたと考え蓑す。この考

や

一一（34）－

ｰ
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い力をつけてをく必要があります。

ドツジ氏が昨年日本に参りまして、經濟九原則を立案し

童した際に當然日本の貿易バランスのことも考えてをりま

す。かつて安本が日本賀易五ケ年計謹試案というようなも

のを國民に發表しましたがそれによりますと、1953年の日

本の貿易尻は必要な食湿を買入れて、ちゃんとバランスが

合ふことを目漂にしておるのであります。

これを目漂にして、九原則の逢行と日本經濟の自主を考

えたのがドツジ氏の案であります。ただし、その後になっ

て日本の對中國輸出が當時の考え方と逢った方向にいって

しまいました。日本の貿易計謹の中において對中國輸出は

相當重要なる部分を占めて龍るにか上わらず､現蛮にはそ

の中園が御承知のごとく共産系の毛澤東政擢によって支配

されてしまいました。

當時のアメリカ政府の見邇しとしては、毛澤東政擢が假

に北支那に出來上っても、蒋介石氏の政腿は揚子江以南に

残るであろう、すなわち二つの中國政綴というものが営分

中園に綾くであろうという見通しを立て上いた者もありま

す。それが意外に早く中國の大部分が毛澤東の支配下に入

ったという迄にまいて日本の貿易計謹の食違いを來し童し

た動その中國貿易汐鐵目になった分だけを、東南アジア貿

易でカバーしなければならなくなりました。ところが、東

、南アジア地域は元來英國の力が麹く及んでいるところであ

りますbすなわち英國がもっとも力藍入れているインドや

東南アジアへ日本の貿易品を賓るのでなければ日本の復興

力城り立たないということになります。ここに別個の新ら

しい問題が生れてくるわけです。

中園問題はアメリカにとりましても大きな問題でありま

して､アヌリヵといたしましては、中國を無瓶した極東の

安定樟あり得ないということを考えておりますがゆえに、

中國を支配して．しまった毛澤東政擢をそういつまでも無瓶

しておるわけにゆかないと思います｡､そのアメリカの考え

方が先づ昨年八月の對華白書に現れているのであり輩す．

そして熱､て9月7日にはワシントンで英米にカナ〆も加

わって會議が開かれたのであり震す。その曾識の中心磯題

は英國のポンドの安定問題だったことは事鐵ですが、同時

に中共承認問題も議せられたと老えます。その結果､英米

は中共承認については歩調を一・にしようといふ話合ができ

たと考えます。この曾議に先だちまして、アメリカ政府が

8月}乙對華白書というものを出しておるのであります。

鐵蕊白書といウものは、非備に大きなセンセイシヨンを

饗起したものでありまして、その内容は．過去においてア

メリカ政府は潅介石政擢をずっと援助して來たけれども、

今後この援助を綾けてみたところで､無意味であるという

結論に到達した｡今後は蒋介石政腿には一文の援助もしな

いという意味のものです。このアメリカの態度が全惟界に

表明さi'Lたという職において非常に大きなセンセイシ萱ソ

を糧超したのでありますが、これによって中共承認の前提

を作ったの渡とも考えられるわけです。

すなわちその営時は英米ともに一致して中共を承認する

肚をきめたのであります-。ところが、その後何が起ったか

と申せば、中國においてアメリカ外交官の監禁事件心すな

わちワード紬領事が中共の警察によって監禁されたという

ような事件が起りました。また中共に残りましたアメリカ

人の生命財産はかならずしも保障されないという懸念が起

りました。中共はアメリカに對して極あて冷やかな態度を

とったのであります。

もちろん毛澤東政府がこれをやった背後にはソグヱ職が

あると考えられるので･説常時のアメリカの新聞や雑誌を

見ており霞すと。アメリカ側力鞠ソ外交において受身に立

っているではないか、というようなことを書いてをります

。これは明かにソヅイエトの對策外交の現われ曽つたと老

へられます。今年になって英國としては、もはやアメリカ

を待たず中共を承認しました。去年9月アメグリカと、承認
の時期について話合ったと考えられる英國がもはやアメリ

カを待っていられないというので、英國だけが先きに承認

してしまったのでありま､ｻもアメ，力としてはこの結果毛

澤東政鯉承認の問題について敦あて嬢討せざるを得ないこ

とになりました。

このことが日本にどういう影撫があるかと申せば、一つ

には日本の對中國震易の解決が一層難かしぐなったことで

ありもう一つには對日講和歯識の開催えの問題でありま

す｡

アメリカといたしましては抵去の中園政策を全面的に棄

て去って新な聯想のもとに中園を見直さなければならない

状態であります。 ．

現在のアメリカの中共に對する政策は依然として白紙だ

といわざるを得ません。それに反して日本に對する政策が

漸時裁極的になりつ上あることを認め窪す。どういう謎に

おいて秋極的になったかと申せば､最近米國溌省の顧問と

して炭ムス氏力鋤日政策専任の仕事をすることになったこ

とであります｡そのねらいば太zf曇洋にフレンドリイな日本

をもつことによって極東問題解決の狸い地盤にしたいとい

ふことであります。とれは鯉に戦略地としての日本という

意味よりも､もつと旗い獄味種あります。アメリカは戦勝圃

家であるジ日永は戦敗國家であるという立場から、力ずく

で日本をア〆リカの極東蕊地にするのではなく日本人の目

識，厳氣持から世界平和碓立のため極東における日本の任

務というものを自蝿さすべく日本國民を指導しなければ聡

ら准いという考え方に立っていますo力づくではなくて心

へ

言

手
ご
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こういう識こそアメリカの政策を御判断になります橡に-1-

分御注意される』…§ありま龍

以上アメリ釣を中心にした國際情勢について申しあげま

したがすでに澱定の時間もすぎ萱したのでこれをもって終

ることにしたいと存じますb(拍手）

からのフレンドリーなジャパンを作りそれと協力しなけれ

ばならないという考え方であります。

アメリ釣のこの考え方に對し協力するものに對し或壗黙

などはアメリカに濁し蝋をするものだとか何とかいう批判

をしてをりますが､私たちは謹たちの立場においてこの間
■

題を考えることによって、結論を出す必要があるのであり

ます。アヌ，力では日米戦争は間違いだったという人があ

－ りまず。日米間に戦わなければならない必然性というもの

はどこにもなかったのに戦争したのは大きな過失だったと

いうわけです。日本人のなかでも心から日米戦争を望んだ

人は少數の軍人だけだったと思いま説との二つの國力魑

去のあやまちを再びくり返さないのみならず進んで手を結

ぶことによって極東問題を解決してゆくな．らぱ、極東の將

來罷太平洋の璽I冒和は維持できるに違いないというのがアメ

リカ識者の考え方であります。日本人が，自らそう考える

xうになるためには日本に對しあまり干渉がましいことを

しない方がい人という考え方が最近のアメリカの一部には

起りつ上あけます｡この考え方がおのずから日太の今後の

占領政策の上に反映することは欝然であります。

一番始めに申し葦したように占領撫澗力泳びくことは日

米雨國ともにプ愛スではないのであります｡ヱメリカもこ

の意味から現在なほ占領政策期間であるにもか上わらずそ

の政策中に將来のことを考えた政策を織り弘んでおります

～一一一一一一一一

第二回懸賞論文について
●

課頴．．…･新林業政策具鰐論

昨年9月より蕊集し本年2月を以て締切ったが今

回の懸賞論文はその課題が非常に震汎に豆つた爲め

か鵬蕊敬が非常に少く僅かに10名に過ぎなかっ

た。

その馬めに繕務理事會に於て協議の結果.再募集すると

とLL（但し課題は更めて決定するo)

今回の分については入選者のみを決定し這特に甲乙の席

次を附さないこと人なった。そし筵入選着には賞金として

金2,000圓宛を蝿呈し遥外者に對しては薄謝を贈呈するこ

と人した。

折角辛苦､奮って腰募菱頂いた各位に對しては氣の毒
／

であるが悪しからず諒とせられたい。

入選（蛍金各2,000圓宛贈呈）

國有林經瞥合理化

・宇都宮大學農學部大崎六郎氏

國有林經誉合理化についての一考察

名古屋螢林局照査課4職頼三氏

遥林振興策 治山治水協會遠藤浩一郎氏

民有林の造林促進と伐採の適正化

山梨縣遥林課長浅川．林三氏

林業磯城化 宮川信一氏

筒以上の各著は本法亥號から順次鎬載してその丙容を紹

介する。

】

2

原稿募集

本誌は林業技術者の心置き蔵い機關誌です。

どん蔵原稿で,も遠慮なく寄稿して下さい。

研究發表｡論評･纈介･随筆｡其の他

何でも結構です、奮って利用下さい。

○掲載の分には薄謝を呈します。
－．.…?…．.._…..___－－．.… ． ．．．．….． ．． ． ． ．． ．.，’
圖書の斡旋

|魂方在住會員の爲めに間書の購入斡旋を致しをす
I著者名･書名.發行所等明記の上御申込下さい。

定憤と逢料の賞費だけ申受ます。

古書紹介

1古書の譲渡叉蝿受獅箪される方憾著郷．
;書名,發行所,希望條件等記入御申込~Fさい。 ！

'蕊畷露と塗一一｜｜本誌に無料癩載致します。

昭和25年7月1日

肚圏法人日本林業技術協會

－〔36）一一一



＝醐右と同學以上の技能を有すると知事が認めた者

C級

イ．林業に關する大學を卒業した者

戸、林業に關する専門學枝を卒業後'年以上林業の没

務に徒事した者

ハ、甲種農赫學校を卒業後3年以上林業の資務に従事

しその丙1年以上經管關係の業務に従事した者

二、右と同等以上の技能を有すると知事が認めた者

備考

イ、應召期間は上述の期間から除かれる

画、外地に於て林業關係の職務に従事しつ里絡戦とな

ったものは昭和20年8月15日以降内地に於て林業

の賓務若しくは經管の關係の業務に従事するまでの

期間は上遡期間の邇算から除かれる。

7． A級の讓査寶施場所

北海道一札幌市 近畿一京都市

東北一秋田市 中國一松江市

關東一一東京都 , 凹國－徳島市

北陸一新馬市 九州一宮崎市

中部 甲府市

O學術會議會員騨勢について

來る12月’日に稜施される鍵定の學術曾議の曾員の謹

翠に開しては目下有賓絡考の登録手綾中であるが林業､林

學關係者中から一人でも多く會員を鍵るために有資格者の

登録嫁遺漏のないことが望ましい｡筒選肇の對策について

は日本林學會と吾が権籍麺膨協曾力輔調して之に営り、共

一同の候補者を推薦することに決定したd

筒地方歴別蓮路先を次の邇り御侠綴することになった。

ゴ晦道 日本林業技術協會北海道支部連合曾

東北 日本林業銭術協會東北支部

同 奥弱支部

日本芯學會蕊I上支部

關東學術會議窪學逵終事務所(林業試験場内〉

中部 日本林業技術協會名古屋支部

近畿 同 鴎西支部

中國､I到國同 一 四函支部

同 畷西支部

九州 日本林學會九州支部

日本林業技術協會九州支部

－－雑 報一

O林業經螢指導員の審査要領

民有林の施業調整の篤めに全國に配置されることになっ

た林業經管指導員の賓絡決定の要領が發表された。

定員はA､B.C各級の合計1,372"<來年度に於て更に

追加されて最終に於ては2β47名）であるが、差し鴬り本

年9月1日より配置される溌定であり、その中A級は各都

道府縣當り最少3名の見込であるoその要領の大要は式の

通りである。

1． A級林業經誉指導員の資格審査は園が行い、B飯及

びc級は都遁府縣が行う

2． 資格審査侭林業一般に開する學科及履歴について行2． 資格審査は林業一般に蝿する學科及風歴について行

う

3. A級の賛緒審査は

イ寸出願者の受信期間，7月20日－8月5日

（都這府縣を經由して林野聡に提出）

ロ、審査の資施 8月15日－8月16日

ハ、審査は林業一般について行うが特に漣醤に關する

事項を重覗する

二、審査は錐記辮査と口頭認査に分けて唆施する

ホ、審査の結果合絡渚氏名を8月25日發表する

へ、審査料は不要

一ﾄ．審査を行う場所k別擶）

4． B級及びC級の資絡審査は都道府縣知事がその方法

蜜施月日、場所、願雷の受付期日等について審査賀施

期日の一ケ月以前に公示する

5． 各級の林業經誉指導員の資絡は各都道府縣間に共通

する

6､賛桜條件は次の通り

A級

イ。林業に開する大學を率薬して2年以上林業の唆務

に従事した者

戸、林業に關する専門學校を卒業後5年以上林業の蜜

務に従事した者

ハ、甲種農林學校を卒業後9年以上林業の疫務に従事

した者

B級

イ、林業に開する大學を卒業後1年以上林業の蛮務に

・ 從事した者

戸、林業に關する専門學校を卒業後3年以上林業の資

務に従事した者

ハ、甲種農林塵校を卒業後6年以上林業の憧務に従事

しその丙2年以上經瞥關係の業務に從郡した者

＝
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○公平理事韓任

木曾理事公平秀藏氏〈林野露林産課勤務〕ほ5月1日

附を以て北海道林務部長書記室に韓出さｵLた

○特別會員三浦辰雄氏参議院議員當選

前林野寵長官､本會特別會員三浦辰雄氏ほ6月4日施行

された参議院議員鑿事に於て全國腫に285,115票獲得し

第11位の好成綴を以て當謹された。

○第2回懸賞論文審査發表

7月噸開催の第2回常務理事會に於て別項發表の通り

決定した

一一

支部分會便り
一

○名古屋支部總會

5月16日名古屋誉林局會議室に於て開催し､支部規約の

決定、支部長の選出、役員の委囑等を行った上今後の支

部蓮螢方針その他について協議した､筒當日曾員の研究

發表曾を併せて開催した。役員幟次の邇，

支部長 名古屋誉泳局長野村進行

委員（常任）愛知縣林務課長 、加藤春雄

〃 〈〃〕名古屋誉林局經誉部長相澤洲二

〃 （〃） 〃 計霊課長井口五郎
〃 富山縣林務課長曾根正孝

岐阜縣 〃〃 百瀬凱二

〃 名古屋誉林局利用課長田中重五

顧問 大増義男

〃 森三郎

○關西支部總會

5．月17日京都犬學農學部講堂に於て開催､支部細則の改

正役員の選出、林業技鰄艮興決議を行い支部の運誉に關

して活溌な討議を行った､筒午後は佐藤彌太郎氏及大毎

編集主任高橋信三氏の特別講演があづて盛況裡に柊了し

た｡(詳淑は次號j

○九州支部細會

5月19日熊本誉林局會議室に於て開催された(本溌26頁

参照）

○東北麦部總曾

來る8月2日青森市に於て開催の選定

○長野支部總會

期日は未だ決定して居ないが9月頃閉催の議定を以て支

部に於て計謹中

O分會の活動

烏敢縣分曾に於ては縣森蓮會長石谷貞男氏､縣林務課長
加納英一氏等が中心となって縣丙林業技術關係者を糾合
して大分會を組織すべく企護中である

叉新潟縣分會に於ても津田詠務課長が中心となって穫極
的な活動を興すべく謹策Lて居る。

一一

會務報告
一一

○本會理事追加

去る3月9日総倉誤決に基いて新定款に依る理割絢0名の

半敷は各支部からの推薦に依って決定することになって居

るが現在迄に推薦あった理事は次の諸氏である。

前橋支部推薦溝口爲彦氏（前侭螢林局經瞥部長）

三鋼#三氏（輻島縣林務部長）

關西支部〃 島本貞哉氏（大阪善林局經螢部長）

荒川潔氏（島根職山林部長）

九州支部〃 小幡進氏（熊本瞥林局脛鞍部長）

相馬丑五郎氏（熊本縣林務課長〕 ・

長野支部〃 矢澤顔忠氏（長野謹林局經警部長）

池田密郎氏（長野縣林務部長）

名古屋支部〃鵜澤洲二氏〔名古屋誉林局經誉部長）

加藤春雄氏（愛知縣林務課長）

○昭和25年度第1回理事貧

4月3日午後1時30分－4.30於木曾

出席者松川理事長以下松原、中川、樹珍、平野、公平

原、岡島右田、近江、瀬川、武川、中澤､猪

瀬、梅地、各理事計15名

W11理事長の挨拶の後懸原理事より業務概況の報肯を行

い次の各項について協議決定した

（1）昭和25年度事業方針に關すあ件

3月9日總曾に於て決定した事莱方針について内容の

鹸討を行った

（2）参議院選畢に關する件

今回蜜施せる、参職院議員選緊に對しては本勧として

は各種事情に鑑み全然之に干與しないことを決定した

（3）其他

○第1回常務理事曾

5月8日後1時－5時於本曾

出席者郷1I理事長､掻原専務理事、植杉、小倉､吉田

各常務理事

1．日科技連理事及び代議員選出の件

2：第2回懸賞論文の漉査に淵する件

その他について協議打合を行った

○第2回常務理事貧

7月1日午後2－5時於本會

田席者栂II理事長､松原專灘理事、中川、植杉､吉田′

小倉(代蕊瀬理事）の各常務理頚

、 1．學術會議會員選緊に閲する件

2． 第2回理事曾開催の件

3．第2回懸覚論文審査に關する件

等に就いて協識決定した

刃

Ｊ
１

』
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林業解説シ1jーズ

凡そ林業に開する限り、最も請み易い最も

新しい、而も役に立つ讃物．．．…

毎月一回發行（林業解説編集室編集）
定慣‘各冊共一部30回・逢料3班迄6圓

、識約雌讃料．]2．冊分逢料共〒400圓

、 既 刊〔×は品切’

×1 北海道森林統計圃表編集室

×2 加工用木材北村義重

×3 用材の生産加納一郎

×4 えぞまつ．と冒設つ館脇 操

×5 北海道林業人名帖編一 集室

×6 坑 木加綱一郎

×7 山 火 事座談會

×8 ．ぱるぷ工業小赫準一郎

×9 森林、と農地林 常夫

xl0 輸出木材事情植松 健

×,’ 施業案の今昔南部一郎

×'2 森林は誰のものか八谷正義

×,3 北海道森林統計圃表再 版

×'4 景細八十年諸 名 家

×'5 防 雪 林仲野光吉

×,6 大雪山國立公一園原田 泰

×〃 日本の森林籍吉良龍夫

×,8 世界の森林資源加納一郎

xl9 常緑庇葉樹林今西錦・司

×20 阿寒國立公園舘脇 操

21 野 鼠犬．飼哲夫

22 地上の雪齊藤練一

23 北方針葉樹林近藤 助

24 森に働く人々金森功成

＆
』
Ｆ
８
ｇ
ざ
一

慣30圓〒10圓
吾

No加スギヒフキー年生造林成績
""30圓亨10圓

水源酒養と森林No.11

慣75圓〒15圓

No]2と ち の化學
侭20圓〒10圏

No.13主要林木の品種問題
僧30圓〒10卿

想三浦辰雄

内田登一

書井上元則

25 日本林業随

26 猫

27 森林の巌菌 根 の 話No.14
日

侭25圓干”画
●
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｡

28 アメソカの林業清水 元

日本林業技術協會"8I11151q=2811888gzNIMI111mplim･
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元山林局技師田中第二著

第'輯森林土木第一巻彬童の設計

〈蕊溌胤〒'5圃
元青森誉林局長山丙倭文夫著

第2輯日本造林行政史概説

篭l鯛)〒15g
林野晦治山課長藤村重任箸

第3輯日本森林資源の分析
第一部森林所有形態．

（蕊誇圖〒'5圓
宇都宮大學教授大崎六郎箸

第4輯森林組合の在り方
定償40圓〒10画

農林技官白井彌‘蕊著

第5輯植物の生理と接木の實際

鶴}絹)〒'咽

林業普及叢書

（林野鴎編） 、

仰木薫識著

施業案の話
側10圓〒10圃

其 の 他
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I －1951年一

林業技術シリーズ
林業手帖

Ｆ
ｂ
ｒ
Ｌ
Ｐ
ｂ
■
０
巳

第11賎から以降は林野寵研究普及課で網蕊して

居ます、從前同綴本會で印刷雲行します。

各冊共近く印刷が出來上ります

－◇－

No. 11水資源ご森林
理博・zI報徳太郎著償75圓〒12m

No. 12ざ ちの化學
藤田信夫著慣20圓〒6図

No. 13主要林木の品種の問題

田中波慈女著償30圓〒6圓 ．’

－＝＆＝ 一 ＝－

目下賓料蒐集中一本年はもつと素溝しいものを作

るべく準備して居ます。

蛭く豫約を開始します

今年こそは是非申込漏れのない様に．…・・

x x x

銀の（･ソヂ〒共'50圓
× × ×

斌團法人日本林業技術協會

・
Ｆ
］
１
１
４
Ⅱ
■

｜

｜

I

I
■

q 弓

鶏の文化住宅吉井信著
一一簡易バタリー養難の手引一

便20圓〒6圓（林業技術協會丙）外林會’
'4菌根の話

河田 弘著償25圓〒6圓

．－◇一

献圏法人日本林業技術協會

No

l

一画一画画 ■旬

會員募集

曾員にほ本誌を無料で配布します

會員には本會發行圃書の割引があります

會費灘淵圖、

Ｉ
；

r壷

１
１

1

▲
Ｆ
■
■
日
日
可

◇前読（104蕊）も普通通りの部数(9,000部)を刷ったが

後から後から申込が殺到して遂に出議してしまい一紐の餘

裕も無くなった後から申込まれた會員には誠に申課ない次

第だが蜜はこんなに急に會員力輔えるとは思はなかった、

嬉しい悲鳴であった。次読からはうんと墹冊して斯様な御

迷惑をかけない様返し童す。

◇技術叢書やシリーズも暫く停滞した形だったがこれから

どしどし出す計豊を持って居る。

◇昨年好評だった林業手帳はもつともつと丙容を充蜜する

豫定を以て目下資料の蒐篶中である。併せてその製本や大

きさ、磯裁晨も素晴しいものを計‘駐して屠る、昨年よりち

ょっと値段が張るかも知れな､､が大いに期待して頂きた

い。そして謹約漏れがない俵に曾員以外の掛位にも充分周

知して頂くことを章願して騒ぐ。

１
１

編輯室より

◇來年の5月には木曾も創立30週年を迎へる。此の年月

の丙には幾多の淌長はあったがその罐史の古いこと、その

生ひ立ちが極めて自然的であったこと。會の運誉が常に林

業技術者の高い純儲に依って動かされて来たこと－一等に

於て木簡は他に類例を見ないことは誇ってい上であらう。

◇一時は休眠から不眠へと移行せんとした木曾が最近二．

三年の間に役員や曾員すぺての努力に依って漸く本然の斐

に立ち直らんとする時此の意蕊める30週年を迎へること

は何と云っても芽出たいことである。

折角此の機智を一暦意義あらしめ更に蒋來本會發展の一

段階とすべく本部は遜策Fであることをお薄へしたい。近

く開催の第2回理事會も此の事が最も大きな議題である。

I

昭和25年7月15日印刷 頒畷40画
昭和25年7月20日發行 （塗料共）
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森林作業法 鰄墜中村賢大郎著鯛騨篭〔最新刊〕

森林作業法を分類し、その得失を詳細に瞼討して、作業法選澤の基準を與え勢ドイツに於ける

天然更新法護達の沿革を紹介し、天然林の本質を論じて、本邦天然生林の取扱霧法をそれぞれ例

をあげて解議せるもので、施業の合理化に役立つ好著である。

農林地質學 蕊謹佐伯秀章著鰯騨話〔最新刊］
←
隔
月
一
回
發
行
）

本雷は農林學向きの地學である。鑛物篇､岩石瀧､風化と土壌篇､地質と土露篇土壌堆積篇、

土壌侵蝕篇、海洋地下水篇､資鹸篇に分って農林學と地學を融合せしめ､更に應用の方面に進み、

最後に顯微鏡による岩石、難物の鑑定法を平易に記述した農林地質の最新書｡

’
森林保護學繍暴蕊砂防造林際‘,円壁鐺

林木育種幸繍鑿篭一森林土壌學驚鰄輔
實践育林學閻鵜剰煮造林劉既論鯛繊鱸

特用樹種富驍舗

農用林概論閻鳧凛轤
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’

松喰錘防除精説鯛謡蛎
~

' 朝倉書店東京紳田錦町一の一○ 振替東京八六七三番

’

篁鱸}共著林學講義票6鶏
三榊士箸林業實験と實習草2鶏
徳川博士著瀧騨造榊支術の史的研究\2鯛
内田博士著實用蝋測量法革淵
宇野博士箸．竹材の性質と其利用〒尖70圓

岩順之助著雲雷椎茸培養法等'鵜
同 箸食用菌董類と其培養葉3鰡

伏谷博士箸砂防工學原論羊2鵜
鈴木博士著火 災 學〒共565画

森博士箸自然科學概論〒共'40回

大谷鮴士箸天氣豫報(随想）亨共'50園

北島博士箸椎茸･ナメコ榎茸の人工栽培法

〒共185圓

農學繧士吉田正男箸

訂正理論森林經理學新型400頁豫債400圓

薫蕊鑿綴瀧識繍
俊的合理的なる基礎の上に打ち建て以って常面とする問題

打開せんと試みた（配本9月）

吉岡博士著林債算法及較利學學2鯛

中村博士著育林學原論苓鯛

中村博士箸造林學随想苧2淵

中村博士箸揮伐作業論學'鯛
佐藤敬二箸造林學原論近刊

島岡博士箸林政學概要\3淵
島田博士箸アメリカ林業發展史〒共170圓

島田博士箸林業櫛蹄及收盆評定論〒共235園
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